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調査の概要 

 

１．調査目的 

次期川越市障害者支援計画（令和９年度～）を策定するにあたり、障害のある方やその介助者等（以

下、障害者等という）へアンケート調査を行い、障害者等の生活上の課題やニーズ、状況の変化を把握

します。 

 

２．調査対象・回収状況 

「障害者手帳所持者等（身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、発達障害者、高次脳機能

障害者）」、「特別支援学校高等部３年生」、「障害者支援施設利用者 及び グループホーム利用者（以下、

施設・グループホーム利用者）」、「障がいのない市民」を対象に調査を実施しました。 

 

令和 7年 10月 31日回収時点 

調査対象 抽出者数 調査票 回収数 回収率 

Ⅰ 

当
事
者
調
査 

障害者手帳所持者等 3,200 1,589 49.7% 

 身体障害者 800 435 54.4% 

知的障害者 800 372 46.5% 

精神障害者 800 351 43.9% 

難病患者 800 429 53.6% 

（発達障害者※） ‐ 339 ‐ 

（高次脳機能障害者※） ‐ 43 ‐ 

特別支援学校高等部３年生 44 16 36.4% 

施設・グループホーム利用者 511 219 42.9% 

Ⅱ 障害のない市民 800 318 39.8% 

※「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳機

能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

３．調査時期 

令和 7 年９月５日～10 月 31 日 

 

４．調査方法 

・対象者を無作為抽出し、調査票を郵送により配布 

・回答方法は、「紙の調査票に回答して郵送」と「電子申請（オンライン回答）」から回答者が選択 
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５．調査項目 

Ⅰ 当事者調査 

Ａ．記入者・本人のことについて 

Ｂ．障害の状況について 

Ｃ．介助等の状況について 

Ｄ．健康状態や医療について  

Ｅ．外出や余暇の過ごし方について 

Ｆ．通学・通園の状況について（「障害者手帳所持者等」のみ） 

Ｈ．入所期間・理由について（「施設・グループホーム利用者」のみ） 

Ｉ．施設での生活について（「施設・グループホーム利用者」のみ） 

Ｊ．雇用・就労について（「障害者手帳所持者等」および「施設・グループホーム利用者」のみ） 

Ｋ．現在の暮らしと今後の希望について 

Ｌ．相談や情報入手について 

Ｍ．福祉サービスについて 

Ｎ．災害時の支援等について 

Ｏ．障害者への理解や権利擁護について 

Ｐ．市の取り組み等について 

Ｑ．市の障害者施策の満足度について 

※介助者向けアンケート 

調査結果Ⅱ 障がいのない市民向け調査 

Ａ．記入者・本人のことについて 

Ｂ．障害者との関わりについて 

Ｃ．障害福祉の知識について 

Ｄ．障害への理解について 

 

６．この報告書における調査結果の見方  

・調査結果の数値は、回答率(％)で表示しています。回答率(％)の母数は、その質問項目に該当する回

答者の総数であり、その数は n= で示しています。  

・回答率(％)については、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表示しています。そのた

め回答率（％）の合計数値は 100％とはならない場合があります。 

・回答には、単一回答(○は１つ)と複数回答(○は複数)があり、複数回答の場合は回答率(％)の合計数

値は 100％を超える場合があります。  

・本文、表、グラフの問のタイトル及び回答の選択肢は、簡略化して表現している場合があります。 
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調査結果Ⅰ 当事者調査 

１．記入者・本人のことについて 

この調査票に記入する方はどなたですか。 

【全体】 

○ 記入者について、障害者手帳所持者等は「本人（調査の対象となる方）が記入」、特別支援学校

高等部３年生、施設・グループホーム利用者は「本人の意見を確認するのが難しいので、家族や

介助者等が本人の立場に立って記入」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、難病患者、高次脳機能障害者は「本

人（調査の対象となる方）が記入」、知的障害者、発達障害者は「本人の意見を確認するのが難

しいので、家族や介助者等が本人の立場に立って記入」が最も多くなっています。 

【記入者】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

本
人
（

調
査

の
対
象
と
な
る

方
）

が
記
入

本
人
に
聞
い
て
、

家
族
や
介
助
者
等

が
記
入

本
人
の
意
見
を

確
認
す
る
の
が

難
し
い
の
で
、

家
族
や
介
助
者
等

が
本
人
の
立
場
に

立
っ

て
記
入

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

56.1

62.3

18.0

73.2

68.8

26.5

32.6

12.5

13.7

18.0

18.9

28.0

12.0

13.5

25.4

25.6

18.8

19.2

16.4

7.8

45.4

5.1

9.1

42.2

23.3

62.5

57.1

9.5

11.0

8.6

9.7

8.6

5.9

18.6

6.3

10.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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あなたの性別をお答えください。 

【全体】 

○ 性別について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生、施設・グループホーム利用者

いずれも「男性」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、知的障害者、精神障害者、発達障害者、高次脳機

能障害者は「男性」、難病患者は「女性」が最も多くなっています。 

【性別】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

男
性

女
性

回
答
し
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

51.7

51.3

63.2

48.7

44.5

64.0

67.4

75.0

68.5

45.9

46.9

34.7

46.7

53.8

34.2

27.9

18.8

30.1

0.9

0.2

0.3

2.6

0.7

1.2

4.7

6.3

0.5

1.6

1.6

1.9

2.0

0.9

0.6

0.0

0.0

0.9

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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あなたの年齢を以下の欄にご記入ください。（令和７年９月１日 現在） 

【全体】 

○ 年齢について、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者ともに「18～64歳」が最も多

くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、難病患者は「65 歳以上」、知的障害者、精神障害

者、発達障害者、高次脳機能障害者は「18～64歳」が最も多くなっています。 

【年齢】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

1
8
歳
未
満

1
8
～

6
4
歳

6
5
歳
以
上

無
回
答

平
均
値

中
央
値

凡
例

[ 凡例 ] (歳) (歳)

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

51.60 53.00

　身体障害者 
（n=435）

70.17 75.00

　知的障害者 
（n=372）

28.92 25.50

　精神障害者 
（n=351）

45.03 47.50

　難病患者 
（n=429）

57.69 63.00

　発達障害者 
（n=339）

26.99 25.00

　高次脳機能障害者 
（n=43）

45.17 42.00

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

47.07 48.00

障
害
種
別

11.6

1.8

32.3

4.6

9.6

33.0

2.3

0.0

51.3

25.7

61.0

85.2

41.0

63.7

76.7

90.0

34.6

70.3

4.0

7.7

46.9

1.8

18.6

6.8

2.5

2.1

2.7

2.6

2.6

1.5

2.3

3.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%



 

6 

あなたの昨年１年間のおおよその総収入額をご記入ください。 

【全体】 

○ 収入額について、障害者手帳所持者等は「0 円」、施設・グループホーム利用者は「100 万円未

満」と「100万円以上 150万円未満」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者は「100万円未満」、知的障害者、難病

患者、発達障害者、高次脳機能障害者は「0円」が最も多くなっています。 

【収入額】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

０
円

1
0
0
万
円
未
満

1
0
0
万
円
以
上

1
5
0
万
円
未
満

1
5
0
万
円
以
上

2
0
0
万
円
未
満

2
0
0
万
円
以
上

3
0
0
万
円
未
満

3
0
0
万
円
以
上

5
0
0
万
円
未
満

5
0
0
万
円
以
上

無
回
答 平

均
値

中
央
値

凡
例

[ 凡例 ] (万円) (万円)

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

166.21 100.00

　身体障害者 
（n=435）

206.94 150.00

　知的障害者 
（n=372）

83.11 10.00

　精神障害者 
（n=351）

127.58 84.00

　難病患者 
（n=429）

226.05 155.00

　発達障害者 
（n=339）

77.13 9.00

　高次脳機能障害者 
（n=43）

120.99 100.00

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

84.25 95.00

障
害
種
別

19.3

8.7

34.4

19.4

16.8

38.3

23.3

9.6

18.9

15.9

18.3

26.8

16.3

20.1

20.9

28.8

10.3

12.0

9.7

12.0

7.9

9.7

11.6

28.8

7.0

7.1

6.2

8.3

6.8

4.1

7.0

4.1

11.6

14.7

5.6

9.4

15.4

6.2

20.9

2.3

6.7

9.7

0.8

7.1

8.4

2.9

7.0

0.5

6.3

7.1

1.1

3.1

12.6

1.8

0.0

0.5

19.8

24.8

23.9

14.0

15.9

16.8

9.3

25.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。(MA) 

【全体】 

○ 収入源について、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者ともに「年金（障害年金含

む）」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、難病患者、高次脳機能障害者は「年

金（障害年金含む）」、知的障害者、発達障害者は「家族の収入」が最も多くなっています。 

【収入源】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

5.2

4.6

2.8

3.7

3.4

2.3

4.3

2.7

4.6

12.8

7.1

2.8

1.2

5.4

1.6

4.1

2.1

3.2

0.0

4.7

2.3

8.7

4.1

2.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

生活保護費

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,589)

身体障害者(n=435)

知的障害者(n=372)

精神障害者(n=351)

難病患者(n=429)

発達障害者(n=339)

高次脳機能障害者(n=43)

施設・グループホーム利用者(n=219)

(%)

26.4

5.9

54.2

40.8

21.6

2.1

74.5

25.7

21.2

13.4

38.7

62.1

30.5

7.1

53.3

40.2

32.2

2.1

47.8

38.0

22.4

13.6

36.0

67.0

25.6

7.0

72.1

39.5

11.4

31.5

86.3

17.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

給与・賃金・

事業収入

就労継続支援施設

や作業所の工賃

年金

（障害年金含む）

家族の収入
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２．障害の状況について 

問1 身体障害者手帳を持っていますか。 

【全体】 

○ 身体障害者手帳の有無について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生、施設・グル

ープホーム利用者いずれも「持っていない」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者は「1級」、知的障害者、精神障害者、難病患者、発

達障害者、高次脳機能障害者は「持っていない」が最も多くなっています。 

【身体障害者手帳の有無】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

１
級

２
級

３
級

４
級

５
級

６
級

持
っ

て
い
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

13.8

35.4

6.5

1.7

8.4

5.6

23.3

12.5

15.5

8.2

16.6

4.6

6.8

4.2

4.4

9.3

6.3

8.2

5.9

14.5

2.7

2.8

2.1

1.5

9.3

0.0

2.3

6.2

19.8

0.5

0.3

2.1

0.9

7.0

0.0

3.2

1.6

4.1

0.3

0.3

1.4

0.6

4.7

0.0

0.0

1.9

5.5

0.8

0.3

0.5

0.3

0.0

0.0

0.5

54.1

0.7

71.5

76.1

75.5

76.7

32.6

81.3

51.6

8.2

3.4

13.2

11.7

5.8

10.0

14.0

0.0

18.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%



 

9 

問2 身体障害者手帳を持っている方は、主な障害をお答えください。 

【全体】 

○ 身体障害の部位について、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者は「肢体不自由

（上肢・下肢・体幹、脳原性運動機能障害）」、特別支援学校高等部３年生は「肢体不自由（上

肢・下肢・体幹、脳原性運動機能障害）」と「内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう・直

腸、小腸、免疫、肝臓機能障害）」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者は「肢体不自由（上肢・下肢・体幹、脳原性運動機

能障害）」と「内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう・直腸、小腸、免疫、肝臓機能障

害）」、知的障害者、精神障害者、難病患者、発達障害者、高次脳機能障害者は「肢体不自由（上

肢・下肢・体幹、脳原性運動機能障害）」が最も多くなっています。 

【身体障害の部位】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

視
覚
障
害

聴
覚
障
害
・

平
衡
機
能
障
害

音
声
・
言
語

・
そ
し
ゃ

く

機
能
障
害

肢
体
不
自
由

（

上
肢
・
下
肢

・
体
幹
、

脳
原
性

運
動
機
能
障
害
）

内
部
障
害
（

心
臓
、

じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
、

小
腸
、

免
疫
、

肝
臓
機
能
障
害
）

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=599）

　身体障害者 
（n=417）

　知的障害者 
（n=57）

　精神障害者 
（n=43）

　難病患者 
（n=80）

　発達障害者 
（n=45）

　高次脳機能障害者 
（n=23）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=3）

施設・グループホーム利用者 
（n=65）

障
害
種
別

8.2

7.4

7.0

0.0

17.5

4.4

8.7

0.0

15.4

8.5

10.6

8.8

4.7

0.0

6.7

4.3

0.0

1.5

2.0

1.7

5.3

0.0

2.5

4.4

4.3

0.0

3.1

42.1

39.6

54.4

23.3

56.3

64.4

69.6

33.3

56.9

32.1

39.6

7.0

9.3

22.5

4.4

4.3

33.3

4.6

7.2

1.2

17.5

62.8

1.3

15.6

8.7

33.3

18.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問3 療育手帳を持っていますか。 

【全体】 

○ 療育手帳の有無について、障害者手帳所持者等は「持っていない」、特別支援学校高等部３年生

は「Ｃ」、施設・グループホーム利用者は「Ａ」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、難病患者、発達障害者、高次脳機能

障害者は「持っていない」、知的障害者は「Ｃ」が最も多くなっています。 

【療育手帳の有無】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

Ａ Ａ Ｂ Ｃ 持
っ

て
い
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

5.4

2.5

16.1

0.3

3.3

15.6

23.3

18.8

27.9

5.1

0.7

20.4

0.3

0.2

12.1

4.7

12.5

28.3

6.6

0.7

25.3

1.7

0.5

18.6

2.3

25.0

13.2

7.2

0.9

27.4

1.4

0.9

21.2

7.0

37.5

2.7

64.5

81.8

3.5

81.8

85.8

26.0

48.8

0.0

16.4

11.1

13.3

7.3

14.5

9.3

6.5

14.0

6.3

11.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問4 精神障害者保健福祉手帳を持っていますか。 

【全体】 

○ 精神障害者保健福祉手帳の有無について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生、施

設・グループホーム利用者いずれも「持っていない」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、知的障害者、難病患者、発達障害者、高次脳機能

障害者は「持っていない」、精神障害者は「2級」が最も多くなっています。 

【精神障害者保健福祉手帳の有無】 

 

※「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳機

能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

１
級

２
級

３
級

持
っ

て
い
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

1.8

0.5

2.2

5.1

0.0

2.9

14.0

6.3

3.2

15.5

1.1

3.5

62.7

2.1

20.6

25.6

6.3

11.0

6.5

0.5

1.6

27.4

0.0

11.2

7.0

0.0

1.4

69.1

90.6

82.3

2.6

90.2

59.6

51.2

81.3

70.3

7.0

7.4

10.5

2.3

7.7

5.6

2.3

6.3

14.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%



 

12 

問5 難病（指定難病、特定疾患、指定疾患、小児慢性特定疾病）の認定を受けています

か。 

【全体】 

○ 難病認定の有無について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生、施設・グループホ

ーム利用者いずれも「受けていない」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、知的障害者、精神障害者、発達障害者、高次脳機

能障害者は「受けていない」、難病患者は「受けている」が最も多くなっています。 

【難病認定の有無】 

 

※「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳機

能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

受
け
て
い
る

受
け
て
い
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

31.0

11.3

4.8

3.7

95.8

8.3

20.9

25.0

2.7

62.9

81.4

86.0

89.7

2.1

86.4

65.1

75.0

83.1

6.2

7.4

9.1

6.6

2.1

5.3

14.0

0.0

14.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問6 発達障害と診断されたことはありますか。 

【全体】 

○ 発達障害の有無について、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者は「ない」、特別

支援学校高等部３年生は「ある」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、難病患者、高次脳機能障害者は「な

い」、知的障害者、発達障害者は「ある」が最も多くなっています。 

【発達障害の有無】 

 

※「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳機

能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

あ
る

な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

21.3

2.5

57.0

28.5

3.7

100.0

39.5

56.3

35.2

72.6

91.5

33.9

66.1

92.3

0.0

53.5

37.5

53.9

6.0

6.0

9.1

5.4

4.0

0.0

7.0

6.3

11.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問7 高次脳機能障害と診断されたことはありますか。 

【全体】 

○ 高次脳機能障害の有無について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生、施設・グル

ープホーム利用者いずれも「ない」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、発達障害者

は「ない」、高次脳機能障害者は「ある」が最も多くなっています。 

【高次脳機能障害の有無】 

 

※「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳機

能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

あ
る

な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

2.7

2.3

3.2

4.6

1.2

5.0

100.0

6.3

5.9

90.7

90.6

87.6

89.5

94.6

88.8

0.0

93.8

80.8

6.5

7.1

9.1

6.0

4.2

6.2

0.0

0.0

13.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問8 障害支援区分の認定を受けていますか。 

【全体】 

○ 障害支援区分について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生は「受けていない」、

施設・グループホーム利用者は「区分 6」が最も多くなっています。 

【障害支援区分】 

 

※「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳機

能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

区
分
１

区
分
２

区
分
３

区
分
４

区
分
５

区
分
６

受
け
て
い
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

1.6

2.3

2.2

0.6

1.2

2.4

11.6

6.3

2.7

2.1

2.1

3.0

2.6

1.2

2.1

0.0

6.3

3.7

1.3

0.5

1.9

2.0

0.9

2.1

0.0

0.0

8.2

1.6

1.6

2.7

1.7

0.5

2.4

0.0

0.0

10.5

1.1

0.2

3.5

0.9

0.2

2.4

4.7

6.3

6.8

3.9

2.8

12.1

0.9

0.5

11.8

11.6

0.0

45.7

72.2

68.5

54.8

76.4

87.4

62.8

55.8

68.8

6.4

16.2

22.1

19.9

15.1

8.2

14.2

16.3

12.5

16.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問9 介護保険で介護サービスを利用していますか。 

【全体】 

○ 介護保険サービスの利用状況について、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者とも

に「利用していない」が最も多くなっています。 

【介護保険サービスの利用状況】 

 

※「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳機

能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

利
用
し
て

い
る

利
用
し
て

い
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

14.8

23.4

7.0

8.3

18.2

7.4

23.3

8.7

80.6

71.7

86.8

87.2

78.6

91.2

74.4

81.7

4.7

4.8

6.2

4.6

3.3

1.5

2.3

9.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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３．介助等の状況について 

問10 主にあなたの介助をしているのはどなたですか。 

【全体】 

○ 主な介助者について、障害者手帳所持者等は「特に介助等は受けていない」、特別支援学校高等

部３年生は「父母、祖父母、兄弟姉妹」、施設・グループホーム利用者は「障害福祉サービス事

業所等の職員」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、難病患者は「特に介助等は受けてい

ない」、知的障害者、発達障害者、高次脳機能障害者は「父母、祖父母、兄弟姉妹」が最も多く

なっています。 

【主な介助者】 

 

※１、※２ 「配偶者（夫または妻）」「子ども」は、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者のみの選択肢 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 
 

  

父
母
、

祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

配
偶
者

（

夫
ま
た
は
妻
）

子
ど
も

障
害
福
祉

サ
ー

ビ
ス
事
業

所
等
の
職
員

そ
の
他

特
に
介
助
等
は

受
け
て
い
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

28.4

6.7

75.5

26.8

11.0

70.5

46.5

81.3

18.3

15.7

27.8

1.3

12.8

17.9

2.7

16.3

0.0

4.7

10.6

0.8

1.4

4.9

0.9

4.7

0.0

3.8

3.9

3.8

5.4

2.6

4.1

2.3

6.3

70.8

2.2

2.8

1.1

2.8

2.1

1.5

4.7

0.0

2.3

41.3

44.1

14.5

46.7

57.6

18.6

23.3

12.5

7.8

3.8

4.1

3.0

4.0

4.0

1.8

2.3

0.0

0.9

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

※１ ※２



 

18 

４．健康状態や医療について 

問11 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。 

【全体】 

○ 健康管理や医療につい困ったり不便に思うことの有無について、障害者手帳所持者等、施設・グ

ループホーム利用者は「ない」、特別支援学校高等部３年生は「ある」が最も多くなっていま

す。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、知的障害者は「ない」、精神障害者、難病患者、

発達障害者、高次脳機能障害者は「ある」が最も多くなっています。 

【健康管理や医療につい困ったり不便に思うことの有無】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

あ
る

な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

46.3

38.4

42.5

54.7

50.3

54.3

53.5

62.5

45.7

48.5

54.0

52.4

40.7

46.2

44.2

39.5

37.5

53.0

5.2

7.6

5.1

4.6

3.5

1.5

7.0

0.0

1.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問12 困ったり不便に思うことは何ですか。(MA) 

【全体】 

○ 健康管理や医療につい困ったり不便に思うことについて、障害者手帳所持者等、特別支援学校高

等部３年生は「通院のための交通手段が確保・利用しにくい（近くにない）」、施設・グループホ

ーム利用者は「障害のために症状が伝わらない」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、難病患者、高次脳機能障害者は「通院のための交

通手段が確保・利用しにくい（近くにない）」、知的障害者、発達障害者は「障害のために症状が

伝わらない」、精神障害者は「医療費の負担が大きい」が最も多くなっています。 

【健康管理や医療につい困ったり不便に思うこと】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

20.0

24.8

18.0

1.5

22.8

15.6

14.4

2.4

30.4

17.1

20.3

1.3

15.1

32.8

19.3

0.0

14.4

30.6

17.6

2.3

26.6

21.2

22.3

0.5

17.4

34.8

8.7

0.0

20.0

30.0

30.0

0.0

35.0

28.0

8.0

2.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

病院等での手続き

や案内など、障害

のある人への配慮

が足りない

障害や病気の

状態が重度化・

重複化している

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=735)

身体障害者(n=167)

知的障害者(n=158)

精神障害者(n=192)

難病患者(n=216)

発達障害者(n=184)

高次脳機能障害者(n=23)

特別支援学校高等部３年生(n=10)

施設・グループホーム利用者(n=100)

(%)

38.9

18.2

29.5

29.4

49.1

20.4

21.6

21.6

30.4

29.1

10.1

62.7

38.0

10.9

43.2

28.1

38.4

15.3

37.5

12.5

33.2

22.3

15.2

55.4

39.1

13.0

34.8

26.1

40.0

0.0

20.0

20.0

38.0

36.0

16.0

56.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

通院のための

交通手段が確保

・利用しにくい

（近くにない）

通院のための介助

者を確保しにくい

医療費の

負担が大きい

障害のために

症状が伝わらない
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問13 現在、医療的ケアを受けていますか。 

【全体】 

○ 医療的ケアの有無について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生、施設・グループ

ホーム利用者いずれも「受けていない」が最も多くなっています。 

【医療的ケアの有無】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

受
け
て
い
る

受
け
て
い
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

14.8

20.9

8.9

10.0

17.7

10.3

14.0

18.8

13.2

81.6

74.5

88.2

87.2

78.6

88.8

83.7

81.3

84.9

3.6

4.6

3.0

2.8

3.7

0.9

2.3

0.0

1.8

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問14 あなたの医療的ケアを行っている方はどなたですか。(MA) 

【全体】 

○ 医療的ケアを行っている人について、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者は「医

療機関の職員（医師、看護師など）」、特別支援学校高等部３年生は「家族」と「医療機関の職員

（医師、看護師など）」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、高次脳機能障害者は「医療機関の職

員（医師、看護師など）」、知的障害者、発達障害者は「家族」、難病患者は「家族」と「医療機

関の職員（医師、看護師など）」が最も多くなっています。 

【医療的ケアを行っている人】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

  

36.2

50.2

23.8

23.0

3.0

1.3

29.7

52.7

22.0

20.9

3.3

1.1

72.7

45.5

36.4

9.1

3.0

0.0

14.3

74.3

20.0

17.1

5.7

0.0

38.2

38.2

22.4

34.2

1.3

2.6

60.0

57.1

37.1

11.4

0.0

0.0

66.7

83.3

33.3

0.0

16.7

0.0

33.3

33.3

0.0

0.0

0.0

33.3

31.0

55.2

44.8

13.8

3.4

6.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家族

医療機関の職員

（医師、看護師など）

福祉サービス

事業所等の職員

本人

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=235)

身体障害者(n=91)

知的障害者(n=33)

精神障害者(n=35)

難病患者(n=76)

発達障害者(n=35)

高次脳機能障害者(n=6)

特別支援学校高等部３年生(n=3)

施設・グループホーム利用者(n=29)

(%)
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５．外出や余暇の過ごし方について 

問15 １週間にどのくらい外出しますか。 

【全体】 

○ 外出頻度について、障害者手帳所持者等は「5 日以上」、施設・グループホーム利用者は「1～2

日」が最も多くなっています。 

【外出頻度】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

５
日
以
上

３
～

４
日

１
～

２
日

ほ
と
ん
ど

外
出
し
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

38.8

27.8

51.6

34.5

42.4

49.3

34.9

30.1

20.6

24.1

13.4

21.1

23.1

14.5

23.3

9.6

21.1

27.1

17.7

23.6

15.9

20.1

23.3

31.1

16.2

16.6

12.9

18.8

16.8

13.9

16.3

26.9

3.1

4.4

4.3

2.0

1.9

2.4

2.3

2.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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10.8

3.5

48.6

3.2

8.0

4.6

44.4

4.8

23.9

3.0

34.4

3.5

4.8

2.8

64.7

1.4

7.0

3.5

52.0

2.8

24.5

2.7

36.0

1.8

30.2

2.3

34.9

4.7

37.5

0.0

37.5

0.0

69.4

0.9

22.4

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

障害福祉サービス

事業所等の職員

その他

1人で外出する

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,589)

身体障害者(n=435)

知的障害者(n=372)

精神障害者(n=351)

難病患者(n=429)

発達障害者(n=339)

高次脳機能障害者(n=43)

特別支援学校高等部３年生(n=16)

施設・グループホーム利用者(n=219)

(%)

31.3

24.9

14.5

9.4

10.1

37.0

23.9

6.9

71.8

2.4

1.9

8.6

31.1

19.7

8.3

9.4

18.2

36.1

21.2

12.8

71.1

3.8

2.1

8.0

48.8

14.0

9.3

9.3

93.8

31.3

34.7

0.0

0.5

3.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

父母、

祖父母、

兄弟姉妹

配偶者

（夫または妻）

子ども

友だち

※１

※２

問16 普段はどなたと一緒に外出していますか。(MA) 

【全体】 

○ 一緒に外出する人について、障害者手帳所持者等は「1人で外出する」、特別支援学校高等部３年

生は「父母、祖父母、兄弟姉妹」、施設・グループホーム利用者は「障害福祉サービス事業所等

の職員」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、難病患者は「1人で外出する」、知的

障害者、発達障害者、高次脳機能障害者は「父母、祖父母、兄弟姉妹」が最も多くなっていま

す。 

【一緒に外出する人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１、※２ 「配偶者（夫または妻）」「子ども」は、障害者

手帳所持者等、施設・グループホーム利用者の

みの選択肢 

 

 

 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 
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問17 外出の際に困っていることはありますか。 

【全体】 

○ 外出の際に困っていることの有無について、障害者手帳所持者等は「ない」、特別支援学校高等

部３年生、施設・グループホーム利用者は「ある」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、難病患者は「ない」、知的障害者、

発達障害者、高次脳機能障害者は「ある」が最も多くなっています。 

【外出の際に困っていることの有無】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

あ
る

な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

42.5

38.9

48.9

46.2

37.3

55.8

55.8

56.3

49.8

52.4

52.6

46.5

50.7

59.0

41.0

37.2

43.8

47.5

5.1

8.5

4.6

3.1

3.7

3.2

7.0

0.0

2.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問18 どのようなことに困っていますか。(MA) 

【全体】 

○ 外出の際に困っていることについて、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生は「家族

に負担がかかる」、施設・グループホーム利用者は「外出のための介助者を確保しにくい」が最

も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、知的障害者、難病患者、発達障害者、高次脳機能

障害者は「家族に負担がかかる」、精神障害者は「交通費や利用料がかかる」が最も多くなって

います。 

【外出の際に困っていること】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

 

  

19.4

51.9

20.6

0.4

19.5

52.1

14.8

0.6

30.2

64.8

19.8

0.0

13.6

40.7

30.9

0.6

13.1

48.8

16.9

0.6

25.4

61.4

21.2

0.5

20.8

62.5

12.5

0.0

11.1

88.9

22.2

0.0

53.2

47.7

9.2

0.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

外出のための介助

者を確保しにくい

家族に負担

がかかる

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=675)

身体障害者(n=169)

知的障害者(n=182)

精神障害者(n=162)

難病患者(n=160)

発達障害者(n=189)

高次脳機能障害者(n=24)

特別支援学校高等部３年生(n=9)

施設・グループホーム利用者(n=109)

(%)

33.0

23.9

26.4

17.2

27.8

35.5

32.5

18.9

24.7

17.0

24.2

17.0

49.4

13.0

19.8

9.9

31.9

30.6

29.4

22.5

31.2

12.7

23.3

17.5

29.2

16.7

29.2

20.8

44.4

33.3

11.1

33.3

33.0

24.8

26.6

23.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

交通費や利用

料がかかる

道が利用しにくい

（狭い、段差が

ある等）

バスや鉄道など

が利用しにくい

（乗り降りしづ

らい、案内表示

が分かりづらい）

建物の設備が

使いづらい

（多機能トイレ、

駐車スペース等）
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問19(1) １年間で次の活動をする機会はありましたか。(MA) 

【全体】 

○ 経験した余暇活動について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生、施設・グループ

ホーム利用者いずれも「買い物や外食に行く」が最も多くなっています。 

【経験した余暇活動】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

75.0

18.6

27.8

16.7

66.2

14.0

21.1

23.9

79.0

25.3

28.2

13.2

80.6

12.0

32.2

11.4

75.5

22.8

30.5

17.0

81.7

26.5

32.7

9.7

69.8

7.0

9.3

20.9

81.3

25.0

31.3

12.5

74.4

25.6

23.3

15.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

買い物や外食に行く

地域の行事

に参加する

その他の趣味

の活動をする

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,589)
身体障害者(n=435)
知的障害者(n=372)
精神障害者(n=351)
難病患者(n=429)
発達障害者(n=339)
高次脳機能障害者(n=43)

特別支援学校高等部３年生(n=16)
施設・グループホーム利用者(n=219)

(%)

38.6

22.8

49.8

40.4

7.4

36.1

17.0

34.5

38.6

7.4

46.8

31.2

55.6

31.5

2.4

26.5

18.5

62.7

41.9

10.5

43.6

24.9

49.7

48.5

9.3

46.0

28.9

61.9

37.8

5.6

41.9

23.3

48.8

25.6

11.6

43.8

43.8

68.8

62.5

12.5

45.7

28.3

46.6

18.3

1.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

旅行に出かける

スポーツをする

文化的な活動を

する（映像鑑賞、

音楽鑑賞、読書、

ゲーム）

友人・知人と会っ

て交流を深める

資格取得等

の勉強をする
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問19(2) 今後してみたいですか。(MA) 

【全体】 

○ してみたい余暇活動について、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者は「旅行に出

かける」、特別支援学校高等部３年生は「地域の行事に参加する」と「その他の趣味の活動をす

る」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、発達障害者

は「旅行に出かける」、高次脳機能障害者は「買い物や外食に行く」が最も多くなっています。 

【してみたい余暇活動】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

27.3

23.7

31.5

28.1

27.4

16.1

23.2

37.7

26.9

28.0

29.8

28.5

28.2

29.6

37.0

19.7

27.0

22.6

36.4

25.2

31.3

30.4

36.3

20.6

48.8

27.9

41.9

20.9

25.0

50.0

50.0

12.5

31.5

25.1

28.8

27.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

買い物や外食に行く

地域の行事

に参加する

その他の趣味

の活動をする

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,589)
身体障害者(n=435)
知的障害者(n=372)
精神障害者(n=351)
難病患者(n=429)
発達障害者(n=339)
高次脳機能障害者(n=43)

特別支援学校高等部３年生(n=16)
施設・グループホーム利用者(n=219)

(%)

43.8

27.1

26.1

28.6

23.9

36.3

17.9

19.3

21.1

14.9

44.1

29.6

27.4

30.6

23.4

52.7

33.0

28.5

31.9

34.2

44.1

28.9

30.1

31.7

24.7

50.7

33.0

33.0

32.4

26.0

46.5

23.3

39.5

34.9

18.6

43.8

31.3

25.0

25.0

43.8

40.6

24.2

31.5

26.5

19.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

旅行に出かける

スポーツをする

文化的な活動を

する（映像鑑賞、

音楽鑑賞、読書、

ゲーム）

友人・知人と会っ

て交流を深める

資格取得等

の勉強をする
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問20 先ほど（問19）の活動をするにはどんなことが必要だと思いますか。(MA) 

【全体】 

○ 余暇活動のために必要なことについて、障害者手帳所持者等は「費用を心配しなくてよいこ

と」、特別支援学校高等部３年生、施設・グループホーム利用者は「活動する場所が近く（行き

やすいところ）にあること」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、難病患者は「活動する場所が近く（行きやすいと

ころ）にあること」、知的障害者、発達障害者は「障害のある人も参加しやすいこと」、精神障害

者、高次脳機能障害者は「費用を心配しなくてよいこと」が最も多くなっています。 

【余暇活動のために必要なこと】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。  

29.1

16.3

40.2

3.5

6.9

1.3

24.7

17.0

38.0

3.7

7.0

2.6

41.4

27.8

51.9

4.5

4.5

1.1

31.6

10.3

36.2

3.9

5.3

0.7

20.6

11.5

36.1

2.2

10.3

0.9

37.9

21.9

54.6

4.5

3.3

1.1

26.5

8.8

41.2

0.0

8.8

0.0

35.7

21.4

57.1

7.1

0.0

0.0

33.3

50.3

36.5

2.5

1.9

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

障害のある人も

ない人も一緒に

できること

介助者が確保

しやすいこと

家族への負担を

軽減できること

その他

特にない

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,142)

身体障害者(n=271)

知的障害者(n=266)

精神障害者(n=282)

難病患者(n=321)

発達障害者(n=269)

高次脳機能障害者(n=34)

特別支援学校高等部３年生(n=14)

施設・グループホーム利用者(n=159)

(%)

56.0

54.2

31.2

27.4

35.6

37.5

46.1

49.1

30.6

31.4

31.7

31.7

47.4

51.5

33.8

26.7

41.7

63.5

70.9

56.0

28.7

15.6

34.0

34.8

58.6

59.2

31.5

34.6

35.5

22.7

58.4

53.9

32.0

27.5

39.0

59.9

58.8

35.3

23.5

20.6

23.5

38.2

71.4

78.6

21.4

35.7

50.0

71.4

45.3

55.3

32.1

34.6

49.1

50.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

費用を心配し

なくてよいこと

活動する場所が近く

（行きやすいところ）

にあること

バスや鉄道などが

利用しやすいこと

（乗り降りしやす

さ、案内表示の

分かりやすさ）

建物の設備が

使いやすいこと

（多機能トイレ、

駐車スペース等）

一緒に活動する

仲間がいること

障害のある人も

参加しやすいこと
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６．通学・通園の状況について 

問21 幼稚園や保育所、学校等に通っていますか。 

【全体】 

○ 障害者手帳所持者等の通園・通学状況について、「通っている」が 13.6％、「通っていない」が

77.9％となっています。 

○ 内訳では、いずれも「通っていない」が最も多くなっています。 

【通園・通学状況】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

通
っ

て
い
る

通
っ

て
い
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

障
害
種
別

13.6

3.0

35.5

5.4

12.1

34.5

2.3

77.9

82.8

58.1

88.9

81.1

61.7

88.4

8.5

14.3

6.5

5.7

6.8

3.8

9.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問22 幼稚園や保育所、学校等に通うにあたって困っていることはありますか。 

【全体】 

○ 障害者手帳所持者等の通園・通学にあたって困っていることの有無について、「ある」が

36.1％、「ない」が 62.0％となっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者は「ある」、知的障害者、精神障害者、難病患者、

発達障害者、高次脳機能障害者は「ない」が最も多くなっています。 

【通園・通学にあたって困っていることの有無】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

あ
る

な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=216）

　身体障害者 
（n=13）

　知的障害者 
（n=132）

　精神障害者 
（n=19）

　難病患者 
（n=52）

　発達障害者 
（n=117）

　高次脳機能障害者 
（n=1）

障
害
種
別

36.1

69.2

39.4

36.8

19.2

38.5

0.0

62.0

23.1

59.1

63.2

78.8

59.8

100.0

1.9

7.7

1.5

0.0

1.9

1.7

0.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問23 困っていることは何ですか。(MA) 

【全体】 

○ 障害者手帳所持者等の通園・通学にあたって困っていることについて、「通うための介助者を確

保しにくい」が 41.0％で最も多く、次いで「学校等での支援や配慮が不十分」が 29.5％、「通う

ための交通手段が確保・利用しにくい」「（障害等を理由に）受け入れてくれる学校等が少ない」

が 24.4％となっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者は「通うための介助者を確保しにくい」と「通うた

めの交通手段が確保・利用しにくい」、知的障害者、難病患者、発達障害者は「通うための介助

者を確保しにくい」、精神障害者は「学校等での支援や配慮が不十分」が最も多くなっていま

す。 

【通園・通学にあたって困っていること】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

21.8

24.4

21.8

0.0

11.1

11.1

0.0

0.0

25.0

25.0

25.0

0.0

42.9

42.9

14.3

0.0

0.0

20.0

30.0

0.0

28.9

24.4

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

教職員の理解

が得られない

（障害等を理由に）

受け入れてくれる

学校等が少ない

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=78)

身体障害者(n=9)

知的障害者(n=52)

精神障害者(n=7)

難病患者(n=10)

発達障害者(n=45)

高次脳機能障害者(n=0)

(%)

41.0

24.4

29.5

21.8

44.4

44.4

22.2

33.3

44.2

23.1

28.8

19.2

14.3

0.0

57.1

42.9

40.0

30.0

20.0

10.0

37.8

20.0

28.9

26.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

通うための介助者

を確保しにくい

通うための交通

手段が確保・

利用しにくい

学校等での支援

や配慮が不十分

学校等の設備

が使いづらい
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７．入所期間・理由について 

問21 現在の施設に入所している期間をご記入ください。（１年未満は０とご記入くださ

い） 

【全体】 

○ 施設・グループホーム利用者の現在の施設への入所年数について、「１年～５年未満」が 26.5％

で最も多く、次いで「20年以上」が 21.0％、「５年～10年未満」が 11.4％となっています。 

【現在の施設への入所年数】 

 

 

 

 

 

 

 

問22 現在の施設へ入所することを決めた理由は何ですか。(MA) 

【全体】 

○ 施設・グループホーム利用者の現在の施設へ入所することを決めた理由について、「家族による

介助がむずかしくなったため」が 57.5％で最も多く、次いで「施設のほうが安心して暮らせるた

め」が 47.5％、「自立した暮らしをしたいため」が 31.1％となっています。 

【現在の施設へ入所することを決めた理由】 

 

  

１
年
未
満

１
年
～

５
年
未
満

５
年
～

1
0
年
未
満

1
0
年
～

1
5
年
未
満

1
5
年
～

2
0
年
未
満

2
0
年
以
上

無
回
答

平
均
値

中
央
値

凡
例

[ 凡例 ] (年) (年)

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

11.51 8.0010.0 26.5 11.4 8.2 10.5 21.0 12.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

18.7

57.5

31.1

10.0

47.5

7.8

6.8

7.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

常時介助や医療的ケアが必要なため

家族による介助がむずかしくなったため

自立した暮らしをしたいため

住まいが障害に対応していないため

施設のほうが安心して暮らせるため

リハビリや訓練を受けるため

その他

無回答

施設・グループホーム利用者(n=219)

(%)
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８．施設での生活について 

問23 この１年間でどのくらい自宅に帰りましたか。 

【全体】 

○ 施設・グループホーム利用者のの帰宅回数について、「10 回以上」が 39.3％で最も多く、次いで

「一度も帰らなかった」が 22.8％、「１～２回」が 11.4％となっています。 

【施設・グループホーム利用者の帰宅回数】 

 

 

 

 

 

 

 

問24 現在入所している施設の生活に満足していますか。   

【全体】 

○ 施設・グループホーム利用者の生活満足度について、「満足している」が 53.9％で最も多く、次

いで「少し満足している」が 14.6％、「どちらともいえない」が 10.0％となっています。 

【施設・グループホーム利用者の生活満足度】 

 

  

１
０
回
以
上

６
～

９
回

３
～

５
回

１
～

２
回

一
度
も

帰
ら
な
か
っ

た

帰
る
自
宅
が
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

39.3 5.5 5.9 11.4 22.8 10.5 4.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

満
足
し
て

い
る

少
し
満
足

し
て
い
る

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り
満
足

し
て
い
な
い

満
足
し
て

い
な
い

分
か
ら
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

53.9 14.6 10.0 5.0 4.1 7.3 5.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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９．雇用・就労について 

問24 現在、仕事をしていますか。 

【全体】 

○ 仕事の有無について、障害者手帳所持者等は「仕事をしていない」、施設・グループホーム利用

者は「仕事をしている」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、知的障害者、難病患者、発達障害者、高次脳機能

障害者は「仕事をしていない」、精神障害者は「仕事をしている」が最も多くなっています。 

【仕事の有無】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

仕
事
を

し
て
い
る

以
前
は
仕
事

を
し
て
い
た

（

現
在
は
仕
事

を
し
て
い
な
い
）

仕
事
を

し
て
い
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

33.4

22.8

40.6

38.2

33.8

38.1

30.2

47.0

17.1

17.2

6.5

28.2

17.0

8.6

20.9

6.8

47.6

56.6

51.3

33.0

47.1

52.5

41.9

40.6

2.0

3.4

1.6

0.6

2.1

0.9

7.0

5.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問25 現在の職場で何年働いていますか。 

【全体】 

○ 現在の仕事の勤続年数について、障害者手帳所持者等は「10年以上 20年未満」、施設・グループ

ホーム利用者は「20年以上」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、難病患者は「20 年以上」、知的障害者は「10 年以

上 20 年未満」、精神障害者、発達障害者は「1 年以上 3 年未満」、高次脳機能障害者は「3 年以上

5年未満」が最も多くなっています。 

【現在の仕事の勤続年数】 

 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

１
年
未
満

１
年
以
上

３
年
未
満

３
年
以
上

５
年
未
満

５
年
以
上

1
0
年
未
満

1
0
年
以
上

2
0
年
未
満

2
0
年
以
上

無
回
答

平
均
値

中
央
値

凡
例

[ 凡例 ] (年) (年)

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=530）

10.54 6.00

　身体障害者 
（n=99）

15.85 10.00

　知的障害者 
（n=151）

8.33 6.00

　精神障害者 
（n=134）

4.79 2.00

　難病患者 
（n=145）

14.57 11.00

　発達障害者 
（n=129）

6.13 4.00

　高次脳機能障害者 
（n=13）

7.00 4.00

施設・グループホーム利用者 
（n=103）

13.27 12.00

障
害
種
別

12.3

6.1

13.2

25.4

3.4

20.9

7.7

6.8

17.4

12.1

14.6

31.3

11.0

22.5

23.1

8.7

11.3

10.1

13.2

13.4

8.3

10.1

30.8

9.7

15.1

10.1

19.2

10.4

18.6

20.9

23.1

15.5

20.2

23.2

23.2

8.2

25.5

17.1

7.7

18.4

19.1

30.3

11.9

6.7

30.3

7.0

7.7

33.0

4.7

8.1

4.6

4.5

2.8

1.6

0.0

7.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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問26 現在の仕事はどのようにして見つけましたか。 

【全体】 

○ 現在の仕事を見つけた方法について、障害者手帳所持者等は「その他」、施設・グループホーム

利用者は「就労移行支援事業所などの障害福祉サービス事業所を通じて」が最も多くなっていま

す。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者は「その他」、知的障害者は「学校の紹介」、精神障

害者、発達障害者、高次脳機能障害者は「就労移行支援事業所などの障害福祉サービス事業所を

通じて」、難病患者は「インターネットの求人サイトや企業のホームページを通じて」が最も多

くなっています。 

【現在の仕事を見つけた方法】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

ハ
ロ
ー

ワ
ー

ク

（

公
共
職
業
安
定
所
）

を
通
じ
て

就
労
移
行
支
援
事
業
所

な
ど
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
を
通
じ
て

障
害

者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー

を
通
じ
て

学
校
の
紹
介

家
族
や

知
人
の
紹
介

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

の
求
人
サ
イ
ト
や
企
業
の

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て

そ
の
他

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=530）

　身体障害者 
（n=99）

　知的障害者 
（n=151）

　精神障害者 
（n=134）

　難病患者 
（n=145）

　発達障害者 
（n=129）

　高次脳機能障害者 
（n=13）

施設・グループホーム利用者 
（n=103）

障
害
種
別

13.0

12.1

7.3

22.4

11.0

5.4

30.8

2.9

15.1

4.0

25.2

25.4

2.8

33.3

38.5

36.9

5.8

5.1

12.6

5.2

0.0

7.0

0.0

11.7

14.9

8.1

35.1

4.5

8.3

27.1

15.4

19.4

14.2

18.2

10.6

10.4

17.9

11.6

0.0

6.8

15.3

13.1

2.0

17.9

28.3

7.0

15.4

0.0

18.1

33.3

6.6

11.9

25.5

8.5

0.0

13.6

3.6

6.1

0.7

2.2

6.2

0.0

0.0

8.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問27 どのような勤務形態で働いていますか。 

【全体】 

○ 勤務形態について、障害者手帳所持者等は「非正規雇用（契約社員・アルバイト等）」、施設・グ

ループホーム利用者は「就労継続支援等での福祉的就労」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、難病患者は「正規雇用（正社員等）」、知的障害

者、発達障害者は「就労継続支援等での福祉的就労」、精神障害者、高次脳機能障害者は「非正

規雇用（契約社員・アルバイト等）」が最も多くなっています。 

【勤務形態】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

正
規
雇
用

（

正
社
員
等
）

非
正
規
雇
用

（

契
約
社
員
・

ア
ル
バ
イ
ト
等
）

自
営
業

就
労
継
続
支
援
等

で
の
福
祉
的
就
労

そ
の
他

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=530）

　身体障害者 
（n=99）

　知的障害者 
（n=151）

　精神障害者 
（n=134）

　難病患者 
（n=145）

　発達障害者 
（n=129）

　高次脳機能障害者 
（n=13）

施設・グループホーム利用者 
（n=103）

障
害
種
別

30.6

38.4

12.6

29.9

44.1

19.4

23.1

3.9

34.5

27.3

33.8

43.3

32.4

33.3

69.2

5.8

7.9

20.2

0.0

3.7

11.7

0.8

0.0

1.0

18.3

7.1

39.1

18.7

4.1

37.2

7.7

75.7

4.5

2.0

7.9

2.2

4.8

7.0

0.0

4.9

4.2

5.1

6.6

2.2

2.8

2.3

0.0

8.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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１週あたりの勤務日数 

【全体】 

○ １週あたりの勤務日数について、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者ともに「5

日以上」が最も多くなっています。 

【１週あたりの勤務日数】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

１
～

２
日

３
～

４
日

５
日
以
上

無
回
答

平
均
値

中
央
値

凡
例

[ 凡例 ] (日) (日)

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=530）

4.54 5.00

　身体障害者 
（n=99）

4.49 5.00

　知的障害者 
（n=151）

4.80 5.00

　精神障害者 
（n=134）

4.34 5.00

　難病患者 
（n=145）

4.49 5.00

　発達障害者 
（n=129）

4.59 5.00

　高次脳機能障害者 
（n=13）

4.08 5.00

施設・グループホーム利用者 
（n=103）

4.82 5.00

障
害
種
別

6.0

7.1

2.0

11.2

4.8

5.4

7.7

1.0

20.9

23.2

12.6

22.4

26.9

19.4

38.5

12.6

69.4

65.7

80.1

64.9

64.8

73.6

53.8

77.7

3.6

4.0

5.3

1.5

3.4

1.6

0.0

8.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%



 

39 

１日あたりの勤務時間 

【全体】 

○ １日あたりの勤務時間について、障害者手帳所持者等は「8時間以上」、施設・グループホーム利

用者は「4時間以上～6時間未満」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、難病患者は「8時間以上」、知的障害

者、高次脳機能障害者は「6 時間以上～8 時間未満」、発達障害者は「4 時間以上～6 時間未満」

が最も多くなっています。 

【１日あたりの勤務時間】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

１
時
間
未
満

１
時
間
以
上
～

２
時
間
未
満

２
時
間
以
上
～

４
時
間
未
満

４
時
間
以
上
～

６
時
間
未
満

６
時
間
以
上
～

８
時
間
未
満

８
時
間
以
上

無
回
答

平
均
値

中
央
値

凡
例

[ 凡例 ] (時間) (時間)

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=530）

6.46 7.00

　身体障害者 
（n=99）

6.98 7.50

　知的障害者 
（n=151）

5.86 6.00

　精神障害者 
（n=134）

6.17 6.00

　難病患者 
（n=145）

6.99 8.00

　発達障害者 
（n=129）

5.80 6.00

　高次脳機能障害者 
（n=13）

6.73 7.00

施設・グループホーム利用者 
（n=103）

5.36 5.00

障
害
種
別

0.2

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

2.0

1.3

0.7

1.4

2.3

0.0

0.0

7.2

4.0

6.6

9.0

8.3

10.1

7.7

6.8

24.2

20.2

33.8

27.6

13.8

34.1

15.4

43.7

27.0

22.2

36.4

26.9

20.7

31.8

46.2

35.9

36.4

46.5

16.6

32.8

53.1

20.9

30.8

5.8

3.8

5.1

5.3

2.2

2.8

0.8

0.0

7.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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問28 仕事をする上で困っていることはありますか。 

【全体】 

○ 仕事をする上で困っていることの有無について、障害者手帳所持者等は「ある」、施設・グルー

プホーム利用者は「ない」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者は「ない」、知的障害者、精神障害者、難病患者、

発達障害者、高次脳機能障害者は「ある」が最も多くなっています。 

【仕事をする上で困っていることの有無】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

あ
る

な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=530）

　身体障害者 
（n=99）

　知的障害者 
（n=151）

　精神障害者 
（n=134）

　難病患者 
（n=145）

　発達障害者 
（n=129）

　高次脳機能障害者 
（n=13）

施設・グループホーム利用者 
（n=103）

障
害
種
別

54.2

44.4

51.7

66.4

52.4

66.7

61.5

44.7

43.6

51.5

46.4

32.8

44.8

31.8

38.5

48.5

2.3

4.0

2.0

0.7

2.8

1.6

0.0

6.8

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問29 仕事をする上で主に困っていることは何ですか。(MA) 

【全体】 

○ 仕事をする上で困っていることについて、障害者手帳所持者等は「収入が少ない」、施設・グル

ープホーム利用者は「収入が少ない」と「人との関わり方が難しい（コミュニケーションが難し

い）」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、高次脳機能障害者は「収入が少な

い」、知的障害者、発達障害者は「人との関わり方が難しい（コミュニケーションが難しい）」、

難病患者は「体調のコントロールが難しい」が最も多くなっています。 

【仕事をする上で困っていること】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

40.4

21.3

14.6

0.3

25.0

27.3

18.2

2.3

60.3

15.4

12.8

0.0

56.2

27.0

12.4

0.0

10.5

17.1

17.1

0.0

67.4

18.6

10.5

0.0

62.5

50.0

25.0

0.0

58.7

4.3

4.3

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

人との関わり

方が難しい

（コミュニケー

ションが難しい）

仕事内容がきつい、

自分の能力

と合わない

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=287)

身体障害者(n=44)

知的障害者(n=78)

精神障害者(n=89)

難病患者(n=76)

発達障害者(n=86)

高次脳機能障害者(n=8)

施設・グループホーム利用者(n=46)

(%)

52.3

47.7

30.0

8.4

43.2

38.6

29.5

9.1

53.8

35.9

24.4

9.0

60.7

56.2

31.5

4.5

46.1

55.3

34.2

11.8

59.3

50.0

24.4

7.0

75.0

37.5

25.0

0.0

58.7

32.6

10.9

15.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

収入が少ない

体調のコントロール

が難しい

通勤が大変

職場の設備が不十分

（トイレ、休憩室など）
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問30 仕事を辞めた理由は何ですか。(MA) 

【全体】 

○ 仕事を辞めた理由について、障害者手帳所持者等は「体調のコントロールが難しかったから」、

施設・グループホーム利用者は「体調のコントロールが難しかったから」と「人との関わり方が

難しかったから（コミュニケーションが難しかった）」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者は「その他」、知的障害者、精神障害者、難病患

者、発達障害者、高次脳機能障害者は「体調のコントロールが難しかったから」が最も多くなっ

ています。 

【仕事を辞めた理由】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

28.0

19.2

37.6

4.8

2.7

8.0

57.3

5.3

37.5

16.7

20.8

12.5

49.5

31.3

26.3

3.0

21.9

15.1

38.4

4.1

58.6

34.5

17.2

3.4

22.2

22.2

22.2

11.1

46.7

26.7

26.7

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

人との関わり方

が難しかったから

（コミュニケーショ

ンが難しかった）

仕事内容がきつかっ

たから、自分の能力

と合わなかったから

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=271)

身体障害者(n=75)

知的障害者(n=24)

精神障害者(n=99)

難病患者(n=73)

発達障害者(n=29)

高次脳機能障害者(n=9)

施設・グループホーム利用者(n=15)

(%)

4.4

48.7

13.7

1.5

4.0

28.0

8.0

1.3

8.3

45.8

12.5

0.0

3.0

60.6

16.2

1.0

5.5

54.8

16.4

2.7

6.9

65.5

31.0

0.0

22.2

44.4

11.1

0.0

6.7

46.7

6.7

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

収入が少な

かったから

体調のコントロール

が難しかったから

通勤が大変

だったから

職場の設備が

不十分だったから

（トイレ、

休憩室など）
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問31 障害のある人の就労を促進するためには何が必要だと思いますか。(MA) 

【全体】 

○ 障害のある人の就労を促進するために必要なことについて、障害者手帳所持者等は「職場（経営

者、従業員）の理解」、施設・グループホーム利用者は「障害に配慮した柔軟な働き方の整備

（短時間、リモートなど）」が最も多くなっています。 

【障害のある人の就労を促進するために必要なこと】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

29.4

38.1

5.6

14.2

22.1

22.1

6.4

25.5

29.0

52.4

5.9

9.4

36.2

48.7

6.3

5.4

31.7

33.6

4.0

14.0

37.5

59.3

5.9

5.9

34.9

46.5

9.3

9.3

17.8

44.3

6.8

9.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

PCスキルなどの

仕事に必要な知識

や技術を学ぶ機会

人との関わり方

（コミュニケーショ

ン）を学ぶ機会

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,589)

身体障害者(n=435)

知的障害者(n=372)

精神障害者(n=351)

難病患者(n=429)

発達障害者(n=339)

高次脳機能障害者(n=43)

施設・グループホーム利用者(n=219)

(%)

59.6

66.1

31.8

46.1

46.0

51.7

32.0

32.4

57.8

70.7

23.9

53.5

70.9

74.4

25.1

54.1

65.7

69.7

43.8

47.1

67.3

78.5

32.2

59.6

51.2

65.1

25.6

51.2

61.2

58.9

33.8

37.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

障害に配慮した

柔軟な働き方の

整備（短時間、

リモートなど）

職場（経営者、

従業員）の理解

職場の設備の充実

（バリアフリー化）

仕事探しから

就労までの総合

的な相談支援
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10．現在の暮らしと今後の希望について 

問32(1) 現在どこで暮らしていますか。 

【全体】 

○ 現在暮らしている場所について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生ともに「自宅

（持ち家、賃貸住宅）」が最も多くなっています。 

【現在暮らしている場所】 

 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

自
宅
（

持
ち
家
、

賃
貸
住
宅
）

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

入
所
施
設
（

障
害

者
支
援
施
設
、

特
養
等
含
む
）

病
院

そ
の
他

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

障
害
種
別

89.4

83.7

92.7

90.3

91.4

91.4

90.7

100.0

0.4

0.2

0.8

0.3

0.2

0.9

0.0

0.0

2.1

2.3

1.9

0.9

3.0

2.1

0.0

0.0

1.3

1.4

0.5

2.6

0.9

1.2

7.0

0.0

1.3

1.6

0.3

3.1

0.5

1.5

0.0

0.0

5.5

10.8

3.8

2.8

4.0

2.9

2.3

0.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問32(2) 将来どこで暮らしたいですか。 

【全体】 

○ 将来暮らしたい場所について、障害者手帳所持者等は「自宅（持ち家、賃貸住宅）」、特別支援学

校高等部３年生は「自宅（持ち家、賃貸住宅）」と「グループホーム」、施設・グループホーム利

用者は「現在生活している施設」が最も多くなっています。 

【将来暮らしたい場所】 

 

※１ 「現在生活している施設」は、施設・グループホーム利用者のみの選択肢 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 
 

  

現
在
生
活

し
て
い
る
施
設

自
宅
（

持
ち
家
、

賃
貸
住
宅
）

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

入
所
施
設
（

障
害

者
支
援
施
設
、

特
養
等
含
む
）

病
院

そ
の
他

分
か
ら
な
い
/

決
め
ら
れ
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

43.8

44.1

38.9

34.4

53.0

50.3

43.7

32.6

31.3

14.2

6.7

2.5

19.1

3.7

2.8

15.0

7.0

31.3

18.3

7.5

7.1

11.0

2.3

9.1

11.5

16.3

6.3

8.7

0.4

0.5

0.0

0.6

0.5

0.3

0.0

0.0

0.0

1.4

0.7

1.6

2.0

1.4

1.8

4.7

0.0

3.2

17.0

15.4

19.6

17.9

15.6

17.7

20.9

12.5

8.2

22.9

34.9

14.2

20.5

20.3

10.0

18.6

18.8

3.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

※１
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問34 施設での生活を続けたい理由は何ですか。(MA) 

【全体】 

○ 施設・グループホーム利用者の施設で生活を続けたい理由について、「施設にいたほうが安心で

きるから」が 87.5％で最も多く、次いで「施設職員やほかの入所者との関係が良好だから」が

61.5％、「施設での生活が自分にあっているから」が 59.4％となっています。 

【施設で生活を続けたい理由】 

 

 

 

 

 

問35 施設を出たい理由は何ですか。(MA) 

【全体】 

○ 施設・グループホーム利用者の施設を出たい理由について、「自由な生活がしたいから」が

26.8％で最も多く、次いで「１人暮らしをしてみたいから」が 19.6％、「家族のそばにいたいか

ら」が 18.6％となっています。 

【施設を出たい理由】 

 

 

  

87.5

59.4

61.5

29.2

30.2

7.3

17.7

7.3

5.2

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

施設にいたほうが安心できるから

施設での生活が自分にあっているから

施設職員やほかの入所者との関係が良好だから

健康面などで不安があるから

家族の受け入れ態勢が整っていないから

自宅の構造が障害に対応していないから

地域で十分な介助が受けられるか不安だから

地域での生活に魅力を感じないから

その他

無回答

施設・グループホーム利用者(n=96)

(%)

18.6

19.6

26.8

13.4

8.2

46.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家族のそばにいたいから

1人暮らしをしてみたいから

自由な生活がしたいから

施設での生活に不満があるから

その他

無回答

施設・グループホーム利用者(n=97)

(%)
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問33(1) 現在誰と暮らしていますか。(MA) 

【全体】 

○ 現在一緒に暮らしている人について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生ともに

「父母、祖父母、兄弟姉妹」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、難病患者は「配偶者（夫または妻）」、知的障害

者、精神障害者、発達障害者、高次脳機能障害者は「父母、祖父母、兄弟姉妹」が最も多くなっ

ています。 

【現在一緒に暮らしている人】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

39.6

34.8

19.4

12.6

2.9

6.4

11.7

51.3

27.8

13.3

3.0

10.6

86.8

2.2

1.9

3.8

1.9

5.4

45.6

23.9

14.5

22.5

4.3

3.7

22.4

55.0

29.8

11.7

2.6

5.4

84.1

5.6

2.9

5.3

2.7

3.5

65.1

16.3

11.6

11.6

2.3

0.0

93.8

0.0

0.0

0.0

6.3

6.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

父母、祖父母、兄弟姉妹

配偶者（夫または妻）

子ども

いない（1人暮らし）

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,589)

身体障害者(n=435)

知的障害者(n=372)

精神障害者(n=351)

難病患者(n=429)

発達障害者(n=339)

高次脳機能障害者(n=43)

特別支援学校高等部３年生(n=16)

(%)
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問33(2) 将来誰と一緒に暮らしたいですか。(MA) 

【全体】 

○ 将来一緒に暮らしたい人について、障害者手帳所持者等は「配偶者（夫または妻）」、特別支援学

校高等部３年生は「分からない／決められない」、施設・グループホーム利用者は「現在生活し

ている施設の仲間たち」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、難病患者は「配偶者（夫または

妻）」、知的障害者、発達障害者、高次脳機能障害者は「分からない／決められない」が最も多く

なっています。 

【将来一緒に暮らしたい人】 

 

 

※１ 「現在生活している施設の仲間たち」は、施設・グループホーム利用者のみの選択肢 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

  

4.2

23.2

23.2

3.0

18.2

34.3

7.3

31.2

19.4

6.6

22.5

16.8

0.9

21.7

20.7

7.7

34.8

12.7

7.0

37.2

14.0

6.3

31.3

12.5

46.6

3.2

18.7

5.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

現在生活している

施設の仲間たち

その他

分からない／

決められない

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,589)

身体障害者(n=435)

知的障害者(n=372)

精神障害者(n=351)

難病患者(n=429)

発達障害者(n=339)

高次脳機能障害者(n=43)

特別支援学校高等部３年生(n=16)

施設・グループホーム利用者(n=219)

(%)

※１

13.8

25.3

14.2

9.1

4.1

26.4

17.7

6.0

29.0

9.7

4.0

6.7

16.0

25.9

11.1

16.8

8.9

37.1

21.7

8.2

28.3

12.7

5.9

8.0

18.6

14.0

7.0

9.3

25.0

12.5

12.5

18.8

23.3

1.4

2.3

10.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

父母、

祖父母、

兄弟姉妹

配偶者

（夫または妻）

子ども

いない

（1人暮らし）
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問34(1) 現在、主に日中をどのように過ごしていますか。 

【全体】 

○ 日中の過ごし方について、障害者手帳所持者等は「自宅（持ち家、賃貸住宅）で過ごす」、施

設・グループホーム利用者は「入所施設やグループホームで過ごす」が最も多くなっています。 

【日中の過ごし方】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

自
宅
（

持
ち
家
、

賃
貸
住
宅
）

で
過
ご
す

収
入
を
伴
う
仕
事

を
す
る
（

福
祉

的
就
労
含
む
）

通
所
施
設
・
事
業
所

（

生
活
介
護
、

自
立

訓
練
な
ど
）

に
通
う

入
所
施
設
や

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

で
過
ご
す

病
院
等

（

デ
イ
ケ
ア

等
）

で
過
ご
す

幼
稚
園

や
保
育
所
、

学
校
に
通
う

そ
の
他

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

59.2

72.9

38.4

62.1

61.1

35.7

51.2

1.8

16.9

9.4

15.9

21.9

21.2

19.2

16.3

14.2

5.7

4.6

12.6

4.8

1.4

14.7

23.3

20.5

2.0

2.3

2.2

0.0

3.3

1.5

0.0

49.8

2.1

3.0

0.8

3.4

1.2

1.5

7.0

0.0

9.9

1.8

27.4

3.7

8.2

26.3

2.3

0.0

1.1

0.7

0.5

2.6

0.9

0.9

0.0

0.5

3.0

5.3

2.2

1.4

2.8

0.3

0.0

13.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問34(2) 近い将来（今後３年以内）どのように過ごしたいですか。 

【全体】 

○ 将来の日中の過ごし方について、障害者手帳所持者等は「自宅（持ち家、賃貸住宅）で過ご

す」、施設・グループホーム利用者は「入所施設やグループホームで過ごす」が最も多くなって

います。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、難病患者は「自宅（持ち家、賃貸住

宅）で過ごす」、知的障害者は「幼稚園や保育所、学校に通う」、発達障害者は「収入を伴う仕事

をする（福祉的就労含む）」、高次脳機能障害者は「自宅（持ち家、賃貸住宅）で過ごす」と「収

入を伴う仕事をする（福祉的就労含む）」が最も多くなっています。 

【将来の日中の過ごし方】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

自
宅
（

持
ち
家
、

賃
貸
住
宅
）

で
過
ご
す

収
入
を
伴
う
仕
事

を
す
る
（

福
祉

的
就
労
含
む
）

通
所
施
設
・
事
業
所

（

生
活
介
護
、

自
立

訓
練
な
ど
）

に
通
う

入
所
施
設
や

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

で
過
ご
す

病
院
等

（

デ
イ
ケ
ア

等
）

で
過
ご
す

幼
稚
園

や
保
育
所
、

学
校
に
通
う

そ
の
他

分
か
ら
な
い
/

決
め
ら
れ
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

40.5

58.2

20.2

36.2

43.8

18.6

25.6

11.4

21.6

9.2

21.2

34.8

23.3

26.5

25.6

9.6

4.5

4.1

9.9

3.1

1.4

10.6

9.3

8.7

3.9

3.2

8.1

1.1

3.3

5.9

9.3

36.5

0.9

0.9

0.0

0.9

1.9

0.3

2.3

0.5

8.2

1.4

22.6

3.1

6.8

22.4

2.3

0.0

0.8

0.2

0.8

2.0

0.2

1.5

0.0

1.8

11.3

12.0

8.6

12.5

12.1

8.3

16.3

8.2

8.3

10.8

8.6

6.3

7.2

5.9

9.3

23.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問21(1) 卒業したら、どのように日中を過ごす予定ですか。また、希望としてはどのよ

うに過ごしたいですか。 

【全体】 

○ 特別支援学校高等部３年生の支援学校卒業後の日中の過ごし方について、「障害福祉サービス事

業所などで訓練や生産活動を行う」が 50.0％で最も多く、次いで「就職して働く」が 37.5％、

「進学先で勉強する」が 6.3％となっています。 

【支援学校卒業後の日中の過ごし方】 

 

 

 

 

 

 

問21(2) 希望としてはどのように過ごしたいですか。 

【全体】 

○ 特別支援学校高等部３年生の希望する支援学校卒業後の日中の過ごし方について、「障害福祉サ

ービス事業所などで訓練や生産活動を行う」が 31.3％で最も多く、次いで「進学先で勉強する」

が 18.8％、「就職して働く」が 12.5％となっています。 

【希望する支援学校卒業後の日中の過ごし方】 

 

  

進
学
先
で

勉
強
す
る

就
職
し
て
働
く

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス

事
業
所
な
ど
で
訓
練

や
生
産
活
動
を
行
う

入
所
施
設

で
過
ご
す

病
院
等

（

デ
イ
ケ
ア
等
）

で
過
ご
す

家
の
仕
事
を

手
伝
う
、

家
庭
内

で
過
ご
す

そ
の
他

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16） 6.3 37.5 50.0

0.0 0.0 0.0 0.0

6.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

進
学
先
で

勉
強
す
る

就
職
し
て
働
く

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス

事
業
所
な
ど
で
訓
練

や
生
産
活
動
を
行
う

入
所
施
設

で
過
ご
す

病
院
等

（

デ
イ
ケ
ア

等
）

で
過
ご
す

家
の
仕
事
を

手
伝
う
、

家
庭
内

で
過
ご
す

そ
の
他

分
か
ら
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16） 18.8 12.5 31.3 6.3

0.0 0.0

6.3

0.0

25.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%



 

52 

問35 日中、自宅で過ごしていてどんなことで困っていますか。(MA) 

【全体】 

○ 日中自宅で過ごしていて困っていることについて、「家族に負担がかかっている」が 30.9％で最

も多く、次いで「特にない」が 30.5％、「経済的な理由で生活に不安がある」が 27.3％となって

います。。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、難病患者は「特にない」、知的障害者、発達障害

者、高次脳機能障害者は「家事（食事、掃除、洗濯など）がうまくできない」、精神障害者は

「経済的な理由で生活に不安がある」が最も多くなっています。 

【日中自宅で過ごしていて困っていること】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

 

  

27.3

30.9

4.6

30.5

6.7

20.5

28.4

2.8

37.2

8.8

21.0

28.0

6.3

27.3

8.4

52.8

40.8

6.4

13.3

5.0

17.9

27.5

4.2

38.5

4.6

31.4

38.8

6.6

16.5

6.6

31.8

40.9

4.5

9.1

4.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

経済的な理由で

生活に不安がある

家族に負担が

かかっている

その他

特にない

無回答

障害者手帳所持者等(n=941)

身体障害者(n=317)

知的障害者(n=143)

精神障害者(n=218)

難病患者(n=262)

発達障害者(n=121)

高次脳機能障害者(n=22)

(%)

25.7

18.3

15.7

8.1

16.3

18.9

13.6

9.1

4.4

10.1

32.9

18.9

18.9

13.3

19.6

37.6

28.9

30.3

11.5

22.9

20.2

14.9

9.9

6.9

16.0

40.5

25.6

28.1

12.4

24.8

54.5

36.4

40.9

13.6

18.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家事（食事、

掃除、洗濯など）

がうまくできない

外出や人と関わる

機会がほとんどなく、

孤独を感じる

困った時に相談

できる人や、

助けてくれる人

がいない

体調を崩したとき、

受診できるところが

分からない／

見つからない

利用できる福祉

サービスや制度

が分からない

／申請が難しい



 

53 

問36 近い将来、日中を主に自宅で過ごしたいと思う理由は何ですか。 

【全体】 

○ 日中を主に自宅で過ごしたいと思う理由について、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム

利用者ともに「家族と一緒にいたいから」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、知的障害者、発達障害者、高次脳機能障害者は

「家族と一緒にいたいから」、精神障害者は「外に出るよりも、自宅にいる方が安心できるか

ら」、難病患者は「自分のペースで過ごせるから」が最も多くなっています。 

【日中を主に自宅で過ごしたいと思う理由】 

 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

  

家
族
と
一
緒

に
い
た
い
か
ら

外
に
出
る
よ
り
も
、

自
宅
に
い
る
方
が

安
心
で
き
る
か
ら

趣
味
や
好
き
な

こ
と
を
自
宅
で

し
た
い
か
ら

自
宅
で
で
き
る

仕
事
や
活
動

を
し
た
い
か
ら

自
分
の
ペ
ー

ス
で

過
ご
せ
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=643）

　身体障害者 
（n=253）

　知的障害者 
（n=75）

　精神障害者 
（n=127）

　難病患者 
（n=188）

　発達障害者 
（n=63）

　高次脳機能障害者 
（n=11）

施設・グループホーム利用者 
（n=25）

障
害
種
別

33.9

37.9

45.3

21.3

32.4

42.9

45.5

44.0

17.1

12.6

12.0

31.5

15.4

20.6

18.2

4.0

8.7

8.3

9.3

8.7

9.0

9.5

0.0

12.0

3.0

2.8

0.0

3.9

3.7

4.8

0.0

0.0

32.2

34.0

30.7

26.8

34.0

15.9

36.4

32.0

2.6

2.0

1.3

5.5

2.1

4.8

0.0

4.0

2.5

2.4

1.3

2.4

3.2

1.6

0.0

4.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問37 障害のある人が地域で生活していくためには何が必要だと思いますか。(MA) 

【全体】 

○ 障害のある人が地域で生活していくために必要なことについて、障害者手帳所持者等、特別支援

学校高等部３年生、施設・グループホーム利用者いずれも「地域の人たちの障害に対する理解」

が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、知的障害者、難病患者、発達障害者は「地域の人

たちの障害に対する理解」、精神障害者、高次脳機能障害者は「経済的負担の軽減」が最も多く

なっています。 

【障害のある人が地域で生活していくために必要なこと】 

 
注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。  

21.8

26.6

22.0

26.7

54.9

2.6

7.2

15.4

16.6

12.9

26.4

44.4

2.3

13.3

30.1

38.2

41.7

29.0

55.9

3.0

4.3

20.2

28.2

14.8

21.1

68.7

4.3

3.1

22.6

25.6

20.0

29.6

53.4

1.4

6.8

35.7

41.3

41.3

28.0

64.9

2.9

2.4

27.9

20.9

27.9

16.3

67.4

4.7

7.0

31.3

62.5

43.8

18.8

68.8

0.0

6.3

34.2

29.7

48.9

25.1

47.9

3.7

5.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

日中活動系

サービスの充実

自立生活のため

の訓練・体験

グループホーム

などの拡充

自宅で過ごす

ための訪問系

サービスの充実

経済的負担の軽減

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,589)

身体障害者(n=435)

知的障害者(n=372)

精神障害者(n=351)

難病患者(n=429)

発達障害者(n=339)

高次脳機能障害者(n=43)

特別支援学校高等部３年生(n=16)

施設・グループホーム利用者(n=219)

(%)

58.1

36.7

29.7

37.4

40.8

39.6

26.7

45.7

39.1

17.0

37.2

36.8

20.0

17.5

71.5

27.7

47.0

44.6

39.5

50.8

33.3

60.7

26.5

33.3

27.6

36.2

52.1

31.9

57.3

50.3

24.7

39.4

49.9

39.4

26.1

74.9

29.2

47.2

44.8

42.8

58.1

38.1

62.8

41.9

37.2

34.9

39.5

39.5

30.2

75.0

25.0

50.0

56.3

37.5

62.5

37.5

73.5

31.1

41.1

47.9

47.5

29.2

30.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

地域の人たちの

障害に対する理解

道路・交通・建物

のバリアフリー化

障害者のため

の住宅の確保

災害時の支援

医療体制の充実

就労のための支援

地域生活に

関する相談支援
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11．相談や情報入手について 

問38 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。 

【全体】 

○ 現在の生活で困っていることや悩んでいることの有無について、障害者手帳所持者等、施設・グ

ループホーム利用者は「ない」、特別支援学校高等部３年生は「ある」が最も多くなっていま

す。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、知的障害者、難病患者は「ない」、精神障害者、

発達障害者、高次脳機能障害者は「ある」が最も多くなっています。 

【現在の生活で困っていることや悩んでいることの有無】 

 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

  

あ
る

な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

45.6

35.6

45.7

65.8

38.7

54.0

55.8

62.5

46.6

49.1

56.6

51.3

29.3

55.9

43.4

37.2

31.3

49.8

5.3

7.8

3.0

4.8

5.4

2.7

7.0

6.3

3.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問39 困っていることや悩んでいることは何ですか。(MA) 

【全体】 

○ 現在の生活で困っていることや悩んでいることについて、障害者手帳所持者等は「生活費が足り

ない」、特別支援学校高等部３年生は「生活費が足りない」と「家族などの介助者の健康状態」、

施設・グループホーム利用者は「外出がしにくい」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者は「外出がしにくい」、知的障害者、発達障害者は

「家族などの介助者の健康状態」、精神障害者、難病患者は「生活費が足りない」、高次脳機能障

害者は「自分に合った支援が受けられる施設（入所施設など）が見つかりにくい」が最も多くな

っています。 

【現在の生活で困っていることや悩んでいること】 

 
注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。  

31.9

19.8

20.9

12.0

6.5

10.2

0.8

32.3

12.9

13.5

5.2

6.5

8.4

1.3

40.6

17.6

26.5

10.0

5.3

7.1

1.2

28.1

31.2

22.9

21.6

9.5

10.8

0.0

28.3

12.7

18.7

7.2

3.6

13.9

1.2

42.6

23.0

29.5

13.7

6.0

8.7

0.5

50.0

33.3

33.3

16.7

12.5

0.0

0.0

50.0

40.0

40.0

20.0

10.0

10.0

0.0

40.2

26.5

26.5

6.9

5.9

6.9

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家族などの介助者

の健康状態

話し相手や相談

相手がいない

うまく情報を得る

ことができない

家族との関係

がよくない

近くに住んでいる人

との関係がよくない

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=724)

身体障害者(n=155)

知的障害者(n=170)

精神障害者(n=231)

難病患者(n=166)

発達障害者(n=183)

高次脳機能障害者(n=24)

特別支援学校高等部３年生(n=10)

施設・グループホーム利用者(n=102)

(%)

7.6

15.7

42.8

33.6

18.1

23.3

25.7

2.6

5.8

36.1

36.8

13.5

23.9

18.1

15.3

11.2

29.4

38.2

22.9

40.0

15.3

8.7

26.0

61.0

34.6

16.5

17.3

42.0

3.0

15.1

38.0

24.7

19.3

14.5

21.1

13.7

14.2

38.3

37.2

23.5

40.4

24.0

12.5

33.3

37.5

29.2

16.7

54.2

25.0

0.0

10.0

50.0

40.0

30.0

40.0

40.0

9.8

12.7

31.4

54.9

30.4

22.5

24.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

教育や訓練が十分

に受けられない

働く場がない

生活費が足りない

外出がしにくい

必要な保健・福祉

・医療サービス

が不足している

自分に合った支援

が受けられる施設

（入所施設など）

が見つかりにくい

趣味や生きがい

が持てない
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問40 普段、悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談しますか。(MA) 

【全体】 

○ 悩みや困ったことの相談相手について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生は「家

族」、施設・グループホーム利用者は「施設や事業所の職員」が最も多くなっています。 

【悩みや困ったことの相談相手】 

 
※１ 「職場の仲間」は、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者のみの選択肢 

※２ 「現在生活している施設の仲間たち」は施設・グループホーム利用者のみの選択肢 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。  

2.0

1.9

1.0

3.3

7.0

3.3

4.5

2.5

3.7

1.1

3.0

4.1

4.1

6.4

4.8

0.8

1.6

3.0

8.3

2.2

4.0

0.6

2.0

1.1

5.4

11.4

2.8

2.8

0.2

0.9

0.2

2.3

5.1

4.0

4.2

4.1

0.9

1.5

2.9

8.3

2.4

5.6

4.7

0.0

0.0

2.3

11.6

0.0

2.3

0.0

0.0

0.0

6.3

6.3

0.0

6.3

10.5

1.8

2.7

6.8

3.2

5.9

0.9

5.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

身体障害者・

知的障害者

相談員

民生委員・

児童委員

社会福祉協議会

現在生活している

施設の仲間たち

その他

相談したいが、

できない

相談したい

と思わない

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,589)

身体障害者(n=435)

知的障害者(n=372)

精神障害者(n=351)

難病患者(n=429)

発達障害者(n=339)

高次脳機能障害者(n=43)

特別支援学校高等部３年生(n=16)

施設・グループホーム利用者(n=219)

(%)

※２

70.7

25.4

6.4

15.8

21.5

4.7

7.7

6.0

73.1

25.3

3.0

12.4

19.3

0.7

3.2

6.4

69.1

15.6

8.1

28.0

12.4

15.6

15.9

10.5

61.8

28.8

7.7

17.4

32.8

0.9

8.5

5.1

76.7

31.2

7.2

7.5

22.6

2.3

4.7

2.6

67.6

18.0

7.1

26.5

19.2

14.5

15.3

7.7

67.4

25.6

7.0

34.9

30.2

0.0

14.0

9.3

81.3

37.5

12.5

6.3

37.5

12.5

0.0

47.5

6.8

4.6

71.7

13.2

0.0

16.4

9.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家族

知人・友人

職場の仲間

施設や事業所の職員

病院の医師や看護師

学校の教職員

相談支援事業所

川越市障害者総合

相談支援センター

※１
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問41 相談できない理由は何ですか。(MA) 

【全体】 

○ 悩みや困ったことを相談できない理由について、障害者手帳所持者等は「どこ（誰）に相談して

いいか分からない」と「相談しても満足のいく回答がもらえない」、特別支援学校高等部３年

生、施設・グループホーム利用者は「その他」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者は「何を相談していいか分からない」、知的障害

者、発達障害者は「その他」、精神障害者は「相談しても満足のいく回答がもらえない」、難病患

者、高次脳機能障害者は「どこ（誰）に相談していいか分からない」が最も多くなっています。 

【悩みや困ったことを相談できない理由】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

24.3

27.9

22.5

0.0

33.3

38.9

16.7

0.0

6.5

29.0

41.9

0.0

35.0

27.5

12.5

0.0

22.7

18.2

18.2

0.0

7.1

35.7

39.3

0.0

20.0

40.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

7.7

38.5

46.2

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

相談することに

ためらいがある

何を相談して

いいか分からない

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=111)

身体障害者(n=18)

知的障害者(n=31)

精神障害者(n=40)

難病患者(n=22)

発達障害者(n=28)

高次脳機能障害者(n=5)

特別支援学校高等部３年生(n=1)

施設・グループホーム利用者(n=13)

(%)

32.4

19.8

32.4

17.1

27.8

0.0

22.2

16.7

19.4

6.5

12.9

9.7

40.0

37.5

50.0

17.5

40.9

22.7

36.4

27.3

28.6

14.3

25.0

14.3

80.0

60.0

20.0

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

7.7

0.0

23.1

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

どこ（誰）に相談して

いいか分からない

身近なところに相談

できるところがない

相談しても満足

のいく回答が

もらえない

プライバシー

が守られる

か不安がある
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問42 福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。(MA) 

【全体】 

○ 福祉サービスについての情報入手方法について、障害者手帳所持者等は「市の広報」、特別支援

学校高等部３年生は「学校の教職員」、施設・グループホーム利用者は「施設や事業所の職員の

話」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、難病患者、高次脳機能障害者は「市

の広報」、知的障害者、発達障害者は「施設や事業所の職員の話」が最も多くなっています。 

【福祉サービスについての情報入手方法】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

 

  

24.4

4.8

6.1

7.0

21.8

0.9

3.7

10.6

39.2

15.1

6.5

5.4

22.8

0.9

8.5

4.6

15.6

3.0

6.3

6.8

42.8

14.7

6.2

3.2

32.6

2.3

4.7

4.7

56.3

68.8

6.3

12.5

69.4

0.5

8.2

5.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

施設や事業

所の職員の話

学校の教職員

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,589)
身体障害者(n=435)
知的障害者(n=372)
精神障害者(n=351)
難病患者(n=429)
発達障害者(n=339)
高次脳機能障害者(n=43)

特別支援学校高等部３年生(n=16)
施設・グループホーム利用者(n=219)

(%)

53.2

27.8

8.4

11.6

28.1

61.1

20.2

12.4

14.3

26.2

37.9

19.4

3.2

6.5

39.0

47.6

41.3

6.3

9.7

21.9

62.9

31.7

10.7

15.2

25.4

37.5

32.4

3.2

5.3

35.7

44.2

25.6

11.6

20.9

41.9

31.3

31.3

0.0

0.0

50.0

30.6

10.0

5.5

7.8

21.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

市の広報

インターネット

（市のホーム

ページ、SNS）

新聞や雑誌

テレビやラジオ

家族や知人の話
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12．福祉サービスについて 

問44 次の障害福祉サービスを利用していますか。今後３年以内にどのくらい利用した

いですか。 

【障害者手帳所持者等】 

○ 利用状況について、「あり」が最も多い項目は、「19 計画相談支援」が 15.4％で最も多く、次い

で、「23 放課後等デイサービス」が 6.6％、「６ 生活介護」が 5.7％となっています。 

○ 今後の利用予定について、「増やす・今後利用する予定」が最も多い項目は、「８ 短期入所  

（ショートステイ）」が 9.7％で最も多く、次いで、「19 計画相談支援」が 8.3％、「18 就労定

着支援」が 6.5％となっています。 

【特別支援学校高等部３年生】 

○ 利用状況について、「あり」が最も多い項目は、「19 計画相談支援」「23 放課後等デイサービ

ス」が 31.3％で最も多く、次いで、「28 障害児相談支援」が 18.8％、「８ 短期入所 （ショ

ートステイ）」が 12.5％となっています。 

○ 今後の利用予定について、「増やす・今後利用する予定」が最も多い項目は、「８ 短期入所  

（ショートステイ）」が 37.5％で最も多く、次いで、「11 共同生活援助（グループホーム）」「17 

就労継続支援Ｂ型」が 31.3％となっています。 

【施設・グループホーム利用者】 

○ 利用状況について、「あり」が最も多い項目は、「19 計画相談支援」が 67.6％で最も多く、次い

で、「11 共同生活援助 （グループホーム）」が 42.9％、「12 施設入所支援」が 40.2％となっ

ています。 

○ 今後の利用予定について、「増やす・今後利用する予定」が最も多い項目は、「４ 行動援護」が

9.1％で最も多く、次いで、「19 計画相談支援」が 8.2％、「14 自立訓練（生活訓練）」「20 地

域移行支援」が 5.9％となっています。 
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【福祉サービスの利用状況と利用意向（障害者手帳所持者等）】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。  

あ
り

な
し

無
回
答

増
や
す
・
今
後

利
用
す
る
予
定

今
と
同
じ

く
ら
い

減
ら
す
予
定

利
用
し
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

１　居宅介護
（ホームヘルプサービス）

２　重度訪問介護

３　同行援護

４　行動援護

５　重度障害者等包括支援

６　生活介護

７　療養介護

８　短期入所
　 （ショートステイ）

９　宿泊型自立訓練

10　自立生活援助

11　共同生活援助
　 （グループホーム）

12　施設入所支援

13　自立訓練（機能訓練）

14　自立訓練（生活訓練）

15　就労移行支援

16　就労継続支援Ａ型

17　就労継続支援Ｂ型

18　就労定着支援

19　計画相談支援

20　地域移行支援

21　地域定着支援

22　児童発達支援

23　放課後等デイサービス

24　保育所等訪問支援

25　居宅訪問型
　　児童発達支援

26　障害児入所支援
　 （福祉型）

27　障害児入所支援
　（医療型）

28　障害児相談支援

サ
ー

ビ
ス
一
覧

利用状況 利用意向

5.2

1.3

0.8

3.3

0.9

5.7

2.6

5.5

0.7

2.1

0.6

1.8

4.2

3.0

2.3

1.6

5.3

2.6

15.4

1.3

1.0

2.5

6.6

1.1

0.3

0.4

0.4

4.4

76.7

77.2

77.2

75.3

77.0

73.6

75.8

74.0

77.4

76.1

77.4

76.6

74.3

74.9

75.3

75.9

72.2

73.9

62.7

75.3

75.7

71.7

67.4

72.7

73.6

72.9

72.7

68.7

18.1

21.5

22.0

21.3

22.2

20.6

21.6

20.5

21.9

21.8

22.0

21.6

21.5

22.1

22.3

22.5

22.5

23.5

22.0

23.5

23.3

25.8

26.0

26.2

26.1

26.7

26.9

26.9

0.0% 50.0% 100.0%

6.0

3.0

2.0

5.4

3.1

4.1

3.3

9.7

3.8

5.7

5.6

4.8

4.7

5.5

6.4

5.7

6.4

6.5

8.3

4.2

5.6

1.4

3.3

0.8

0.4

0.9

0.8

2.3

5.0

2.6

2.3

3.5

2.1

6.0

3.2

3.6

2.1

2.8

1.9

2.7

4.3

3.6

2.8

2.3

4.6

3.0

13.3

2.3

2.1

3.3

6.0

1.8

1.4

1.6

1.6

5.3

0.2

0.1

0.0

0.1

0.1

0.1

0.1

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0.1

0.1

0.3

0.1

0.1

0.2

0.2

0.1

0.1

0.1

0.2

0.2

0.1

0.1

0.1

0.0

56.7

59.4

60.7

56.2

59.3

56.5

59.0

54.2

59.5

57.0

57.8

58.5

57.0

56.9

56.1

57.1

54.1

54.5

44.6

57.6

56.8

57.5

53.7

59.4

60.5

59.6

59.7

54.9

32.2

34.8

35.1

34.8

35.4

33.3

34.4

32.5

34.5

34.4

34.7

34.0

33.8

33.9

34.4

34.8

34.9

35.7

33.6

35.7

35.4

37.6

36.8

37.8

37.6

37.9

37.8

37.5

0.0% 50.0% 100.0%
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【福祉サービスの利用状況と利用意向（特別支援学校高等部３年生）】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。  

あ
り

な
し

無
回
答

増
や
す
・
今
後

利
用
す
る
予
定

今
と
同
じ

く
ら
い

減
ら
す
予
定

利
用
し
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

１　居宅介護
（ホームヘルプサービス）

２　重度訪問介護

３　同行援護

４　行動援護

５　重度障害者等包括支援

６　生活介護

７　療養介護

８　短期入所
　 （ショートステイ）

９　宿泊型自立訓練

10　自立生活援助

11　共同生活援助
　 （グループホーム）

12　施設入所支援

13　自立訓練（機能訓練）

14　自立訓練（生活訓練）

15　就労移行支援

16　就労継続支援Ａ型

17　就労継続支援Ｂ型

18　就労定着支援

19　計画相談支援

20　地域移行支援

21　地域定着支援

23　放課後等デイサービス

24　保育所等訪問支援

25　居宅訪問型
　　児童発達支援

26　障害児入所支援
　 （福祉型）

27　障害児入所支援
　（医療型）

28　障害児相談支援

サ
ー

ビ
ス
一
覧

利用状況 利用意向

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.3

0.0

6.3

0.0

31.3

0.0

0.0

31.3

0.0

6.3

0.0

0.0

18.8

87.5

87.5

87.5

87.5

87.5

87.5

87.5

81.3

87.5

87.5

87.5

87.5

87.5

87.5

75.0

81.3

75.0

81.3

56.3

87.5

87.5

56.3

87.5

81.3

87.5

87.5

56.3

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

6.3

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

18.8

18.8

18.8

18.8

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

25.0

0.0% 50.0% 100.0%

6.3

0.0

0.0

25.0

0.0

18.8

6.3

37.5

18.8

25.0

31.3

18.8

6.3

18.8

12.5

12.5

31.3

25.0

25.0

12.5

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

12.5

6.3

6.3

6.3

6.3

6.3

0.0

6.3

6.3

6.3

6.3

6.3

0.0

6.3

6.3

0.0

0.0

12.5

0.0

25.0

6.3

6.3

18.8

0.0

6.3

6.3

6.3

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

56.3

62.5

31.3

56.3

50.0

50.0

37.5

37.5

31.3

31.3

50.0

50.0

37.5

50.0

43.8

18.8

31.3

18.8

43.8

43.8

50.0

62.5

62.5

56.3

56.3

43.8

37.5

37.5

31.3

37.5

37.5

31.3

37.5

18.8

37.5

37.5

31.3

31.3

37.5

37.5

37.5

43.8

37.5

43.8

31.3

37.5

37.5

25.0

37.5

31.3

37.5

37.5

31.3

0.0% 50.0% 100.0%
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【福祉サービスの利用状況と利用意向（施設・グループホーム利用者）】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

あ
り

な
し

無
回
答

増
や
す
・
今
後

利
用
す
る
予
定

今
と
同
じ

く
ら
い

減
ら
す
予
定

利
用
し
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

１　居宅介護
（ホームヘルプサービス）

２　重度訪問介護

３　同行援護

４　行動援護

５　重度障害者等包括支援

６　生活介護

７　療養介護

８　短期入所
　 （ショートステイ）

９　宿泊型自立訓練

10　自立生活援助

11　共同生活援助
　 （グループホーム）

12　施設入所支援

13　自立訓練（機能訓練）

14　自立訓練（生活訓練）

15　就労移行支援

16　就労継続支援Ａ型

17　就労継続支援Ｂ型

18　就労定着支援

19　計画相談支援

20　地域移行支援

21　地域定着支援

サ
ー

ビ
ス
一
覧

利用状況 利用意向

6.8

0.9

3.7

15.1

2.3

37.4

3.7

1.8

3.2

5.9

42.9

40.2

5.5

10.0

3.7

2.7

18.3

2.3

67.6

8.2

2.3

60.7

65.3

62.1

53.4

62.1

37.0

61.6

64.4

62.1

59.4

31.1

34.7

58.9

56.2

59.4

59.8

48.9

60.3

10.5

55.3

59.8

32.4

33.8

34.2

31.5

35.6

25.6

34.7

33.8

34.7

34.7

26.0

25.1

35.6

33.8

37.0

37.4

32.9

37.4

21.9

36.5

37.9

0.0% 50.0% 100.0%

2.3

1.4

1.4

9.1

1.8

3.2

0.9

2.3

0.9

5.0

4.1

3.2

5.0

5.9

3.2

1.8

3.2

2.3

8.2

5.9

4.6

7.3

3.7

3.7

11.4

2.7

31.5

6.4

4.1

5.0

5.5

33.3

33.8

5.9

9.6

4.6

5.5

16.4

4.1

55.3

10.0

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

0.0

44.7

47.0

45.7

37.0

46.6

25.1

43.4

45.2

44.7

39.7

22.8

22.4

41.1

38.8

42.5

42.0

35.2

43.4

5.5

36.5

40.6

45.7

47.9

49.3

42.5

48.9

40.2

49.3

47.9

49.3

49.8

39.7

40.6

47.9

45.7

49.8

50.7

45.2

50.2

30.1

47.5

49.8

0.0% 50.0% 100.0%
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13．災害時の支援等について 

問47 災害時に一人（自力）で避難することはできますか。 

【全体】 

○ 災害時の避難の可否について、障害者手帳所持者等は「できる」、特別支援学校高等部３年生、

施設・グループホーム利用者は「できない」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、難病患者は「できる」、知的障害

者、発達障害者、高次脳機能障害者は「できない」が最も多くなっています。 

【災害時の避難の可否】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

で
き
る

で
き
な
い

分
か
ら
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

40.7

39.1

22.6

46.2

53.4

23.6

27.9

18.8

13.2

31.9

31.7

53.2

13.4

28.9

49.6

51.2

62.5

66.7

23.3

22.5

21.8

37.6

13.5

25.4

16.3

18.8

16.9

4.2

6.7

2.4

2.8

4.2

1.5

4.7

0.0

3.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問48 災害発生時に困ることや不安なことはありますか。 

【全体】 

○ 災害発生時に困ることや不安なことの有無について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部

３年生、施設・グループホーム利用者いずれも「ある」が最も多くなっています。 

【災害発生時に困ることや不安なことの有無】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

あ
る

な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

67.8

63.9

74.7

69.5

64.1

79.4

81.4

87.5

75.3

24.5

23.7

20.2

25.1

28.7

17.1

11.6

12.5

17.8

7.7

12.4

5.1

5.4

7.2

3.5

7.0

0.0

6.8

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問49 困ることや不安なことは何ですか。(MA) 

【全体】 

○ 災害発生時に困ることや不安なことについて、障害者手帳所持者等は「薬や医療的ケアを確保で

きるかどうか不安」、特別支援学校高等部３年生は「避難所の設備が自分の障害に対応している

か不安」、施設・グループホーム利用者は「避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい」が最も

多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、難病患者、高次脳機能障害者は「薬

や医療的ケアを確保できるかどうか不安」、知的障害者、発達障害者は「避難所で他の人と一緒

に過ごすのが難しい」が最も多くなっています。 

【災害発生時に困ることや不安なこと】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

43.5

60.0

7.3

1.1

29.9

59.0

9.0

1.4

61.2

39.9

7.9

1.4

57.8

66.4

6.6

0.0

26.9

75.3

5.8

1.5

69.1

44.6

6.7

0.7

57.1

65.7

2.9

0.0

57.1

42.9

7.1

0.0

57.0

50.9

3.6

0.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

避難所で他の人

と一緒に過ごす

のが難しい

薬や医療的ケア

を確保できるか

どうか不安

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,077)

身体障害者(n=278)

知的障害者(n=278)

精神障害者(n=244)

難病患者(n=275)

発達障害者(n=269)

高次脳機能障害者(n=35)

特別支援学校高等部３年生(n=14)

施設・グループホーム利用者(n=165)

(%)

29.9

18.9

18.8

38.6

27.0

19.1

12.6

38.5

43.5

24.1

23.4

44.6

26.2

14.8

27.9

36.5

22.5

17.5

12.7

34.5

36.4

21.9

21.9

46.8

31.4

25.7

17.1

31.4

57.1

28.6

28.6

78.6

38.8

23.0

12.7

50.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

災害時に必要な情報

（被災状況、避難所

等）を知る方法がない

災害時に介助者

がいない

近くに助けて

くれる人がいない

避難所の設備が

自分の障害に対応

しているか不安
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14．障害者への理解や権利擁護について 

問51 「障害者週間の集い」を知っていましたか。 

【全体】 

○ 「障害者週間の集い」の認知状況について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生、

施設・グループホーム利用者いずれも「知らなかった」が最も多くなっています。 

【「障害者週間の集い」の認知状況】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

知
っ

て
お
り
、

参
加
し
た
こ
と

が
あ
る

知
っ

て
い
た
が
、

参
加
し
た
こ
と

は
な
い

知
ら
な
か
っ

た

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

5.0

2.3

15.1

2.6

1.2

10.9

11.6

6.3

28.8

13.9

16.1

18.5

8.5

12.1

17.4

11.6

25.0

16.0

75.1

71.5

62.9

85.2

80.9

69.3

69.8

62.5

51.6

6.0

10.1

3.5

3.7

5.8

2.4

7.0

6.3

3.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問52 「成年後見制度」について知っていましたか。 

【全体】 

○ 「成年後見制度」の認知状況について、障害者手帳所持者等は「聞いたことはあるが詳しくは知

らなかった」、特別支援学校高等部３年生、施設・グループホーム利用者は「知っていたが、利

用したことはない」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、発達障害者、高次脳機能障害者は

「聞いたことはあるが詳しくは知らなかった」、知的障害者、難病患者は「知っていたが、利用

したことはない」が最も多くなっています。 

【「成年後見制度」の認知状況】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

知
っ

て
お
り
、

利
用
し
た
こ
と

が
あ
る

知
っ

て
い
た
が
、

利
用
し
た
こ
と

は
な
い

聞
い
た
こ
と
は

あ
る
が
詳
し
く

は
知
ら
な
か
っ

た

全
く
知
ら

な
か
っ

た

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

1.3

1.6

1.3

1.7

0.7

1.8

2.3

0.0

8.2

30.6

29.4

32.3

26.2

33.8

31.9

34.9

43.8

33.8

33.5

34.5

32.0

35.9

31.9

38.3

41.9

31.3

26.9

28.1

23.0

30.9

32.2

27.5

25.1

14.0

18.8

28.3

6.5

11.5

3.5

4.0

6.1

2.9

7.0

6.3

2.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問53 「地域共生社会」を知っていましたか。 

【全体】 

○ 「地域共生社会」の認知状況について、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者は

「知らなかった」、特別支援学校高等部３年生は「聞いたことはあるが詳しくは知らなかった」

が最も多くなっています。 

【「地域共生社会」の認知状況】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

知
っ

て
い
た

聞
い
た
こ
と
は

あ
る
が
詳
し
く
は

知
ら
な
か
っ

た

知
ら
な
か
っ

た

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

6.9

7.4

6.7

4.8

7.9

7.4

4.7

12.5

5.9

24.5

27.8

24.7

19.9

24.9

24.2

30.2

43.8

21.0

62.0

53.3

65.1

70.9

60.8

66.4

58.1

37.5

68.9

6.6

11.5

3.5

4.3

6.3

2.1

7.0

6.3

4.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問54 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」を知っ

ていましたか。 

【全体】 

○ 「障害者差別解消法」の認知状況について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生、

施設・グループホーム利用者いずれも「知らなかった」が最も多くなっています。 

【「障害者差別解消法」の認知状況】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

知
っ

て
い
た

法
律
の
名
前
は

知
っ

て
い
る
が
、

内
容
は
知
ら
な

か
っ

た

知
ら
な
か
っ

た

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

12.8

11.5

14.2

13.1

12.8

17.1

14.0

18.8

16.0

18.2

20.0

19.4

19.1

14.7

23.0

25.6

18.8

21.0

62.2

56.3

63.2

63.2

66.2

57.5

53.5

50.0

58.9

6.8

12.2

3.2

4.6

6.3

2.4

7.0

12.5

4.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問55 障害があることで差別を受けたり嫌な思いをしたりすることはありますか。 

【全体】 

○ 障害があることで差別を受けたり嫌な思いをしたりすることの有無について、障害者手帳所持者

等は「ない」、特別支援学校高等部３年生、施設・グループホーム利用者は「ある」が最も多く

なっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、難病患者は「ない」、知的障害者、精神障害者、

発達障害者、高次脳機能障害者は「ある」が最も多くなっています。 

【障害があることで差別を受けたり嫌な思いをしたりすることの有無】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

あ
る

な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

34.9

21.1

57.5

50.1

16.3

61.1

55.8

62.5

52.5

56.3

64.4

39.0

45.3

72.3

36.3

39.5

25.0

40.2

8.9

14.5

3.5

4.6

11.4

2.7

4.7

12.5

7.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問56 それはどのような場面ですか。(MA) 

【全体】 

○ 障害があることで差別を受けたり嫌な思いをした場面について、障害者手帳所持者等、特別支援

学校高等部３年生、施設・グループホーム利用者いずれも「日常生活で」が最も多くなっていま

す。 

【障害があることで差別を受けたり嫌な思いをした場面】 

 

 
※１ 「職場で」は、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者のみの選択肢 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。  

7.2

12.8

38.1

9.0

1.1

9.8

14.1

32.6

9.8

1.1

10.3

15.4

41.6

4.2

1.9

2.3

10.2

45.5

12.5

0.6

7.1

10.0

17.1

14.3

0.0

9.7

15.0

46.9

6.8

1.0

4.2

33.3

29.2

8.3

0.0

0.0

30.0

40.0

20.0

0.0

12.2

17.4

37.4

7.0

0.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

飲食店、娯楽施設

やホテルなどで

交通機関乗車時に

人との交流の場で

その他

無回答

障害者手帳所持者等(n=554)

身体障害者(n=92)

知的障害者(n=214)

精神障害者(n=176)

難病患者(n=70)

発達障害者(n=207)

高次脳機能障害者(n=24)

特別支援学校高等部３年生(n=10)

施設・グループホーム利用者(n=115)

(%)

68.6

28.0

18.6

7.0

13.5

65.2

31.5

8.7

4.3

10.9

76.6

17.8

29.9

7.9

14.5

62.5

37.5

13.6

7.4

14.8

62.9

31.4

10.0

7.1

11.4

80.7

21.3

28.5

8.2

17.9

66.7

20.8

12.5

8.3

16.7

80.0

30.0

0.0

0.0

72.2

13.9

19.1

18.3

27.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

日常生活で

職場で

学校で

通所先や

入所施設等で

病院や

薬局などで

※１
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問57 障害に対する市民の理解について、進んでいると感じますか。 

【全体】 

○ 障害に対する市民の理解が進んでいると感じるかについて、障害者手帳所持者等、特別支援学校

高等部３年生、施設・グループホーム利用者いずれも「どちらともいえない」が最も多くなって

います。 

【障害に対する市民の理解が進んでいると感じるか】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

進
ん
で
い
る

多
少

進
ん
で
い
る

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

多
少

後
退
し
て
い
る

後
退
し
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

4.9

6.2

4.0

4.0

5.1

2.7

4.7

0.0

3.7

21.0

20.2

22.0

18.2

23.1

23.6

25.6

25.0

21.0

36.4

35.6

37.6

37.6

35.4

38.1

34.9

50.0

35.6

2.1

0.7

2.2

4.6

1.4

3.2

2.3

0.0

3.2

4.0

2.8

4.8

6.6

2.1

7.1

2.3

6.3

3.7

25.7

23.4

26.9

24.5

28.0

22.7

20.9

6.3

24.2

5.9

11.0

2.4

4.6

4.9

2.7

9.3

12.5

8.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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15．市の取り組み等について 

問59(1) 次の市の取り組みで、改善してほしいことを教えてください。(3LA) 

【全体】 

○ 改善してほしい市の取り組みについて、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生、施

設・グループホーム利用者いずれも「経済的援助」が最も多くなっています。 

【改善してほしい市の取り組み】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。  

45.4

16.0

10.1

21.0

6.7

8.4

7.5

35.2

8.5

6.2

24.6

6.7

8.0

3.0

44.1

22.6

13.4

12.1

11.3

15.3

18.8

61.5

23.6

13.1

15.1

4.8

2.6

5.7

43.8

11.7

8.6

29.8

4.4

7.7

3.7

50.7

26.8

13.9

10.3

11.5

13.9

16.8

46.5

9.3

11.6

14.0

9.3

11.6

11.6

43.8

12.5

18.8

25.0

0.0

25.0

25.0

42.0

18.7

17.8

20.1

9.1

22.8

19.6

0.0 50.0 100.0

経済的援助

差別の解消及び

相互理解の促進

権利擁護の推進、

虐待防止

利用しやすい道路

や公共施設の整備

通所施設の整備

入所施設の整備

グループホーム

などの地域で生活

できる住環境の整備

5.0

6.4

14.7

12.7

5.5

10.5

9.8

6.9

7.1

17.9

11.5

1.6

3.7

4.1

6.2

4.0

12.1

4.3

13.7

13.7

10.5

2.6

7.7

10.0

13.7

2.8

19.4

19.7

4.2

6.5

17.5

20.3

4.7

7.2

6.8

6.2

3.2

12.4

8.0

13.9

15.6

15.3

14.0

9.3

16.3

9.3

0.0

11.6

4.7

6.3

0.0

37.5

12.5

12.5

6.3

12.5

10.5

4.6

15.5

9.1

1.8

3.2

6.8

0.0 50.0 100.0

重症心身障害者の

受入先や医療的

ケアを受けられる

施設の整備

在宅福祉

サービスの充実

災害時の支援体制

保健・医療

サービスの充実

療育体制・

学校教育の充実

就労支援の充実

相談支援の充実

2.9

9.8

11.3

10.8

21.3

2.5

10.6

10.8

14.3

32.2

3.2

6.7

11.8

12.1

15.1

3.7

9.4

16.2

6.6

12.8

2.3

12.1

7.0

9.6

22.8

2.9

7.7

11.8

14.5

8.3

0.0

4.7

9.3

14.0

20.9

0.0

6.3

0.0

18.8

12.5

5.0

14.2

6.4

10.5

14.6

0.0 50.0 100.0

文化・スポーツ

活動等への参加

機会の充実

外出や移動の支援

障害のある人に配慮

した情報提供の充実

介助者への支援

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,589)

身体障害者(n=435)

知的障害者(n=372)

精神障害者(n=351)

難病患者(n=429)

発達障害者(n=339)

高次脳機能障害者(n=43)

特別支援学校高等部３年生(n=16)

施設・グループホーム利用者(n=219)

(%)
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問59(2) 次の市の取り組みで、満足していることを教えてください。(3LA) 

【全体】 

○ 満足している市の取り組みについて、障害者手帳所持者等は「保健・医療サービスの充実」、特

別支援学校高等部３年生は「療育体制・学校教育の充実」、施設・グループホーム利用者は「経

済的援助」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、知的障害者は「保健・医療サービスの充実」、精

神障害者、発達障害者は「利用しやすい道路や公共施設の整備」、難病患者は「経済的援助」、高

次脳機能障害者は「差別の解消及び相互理解の促進」が最も多くなっています。 

【満足している市の取り組み】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。  

13.6

10.6

9.4

12.6

7.6

4.3

2.2

13.1

11.5

9.7

9.0

5.5

3.4

1.6

14.0

9.4

9.4

12.9

10.2

4.8

1.6

13.7

13.7

13.4

18.2

12.0

6.0

3.1

13.5

8.2

6.1

11.2

3.7

3.5

2.6

12.7

9.1

9.4

17.1

12.4

5.3

2.4

14.0

16.3

14.0

14.0

14.0

7.0

0.0

12.5

6.3

6.3

6.3

12.5

0.0

0.0

16.4

10.0

11.0

13.2

11.0

8.7

16.0

0.0 50.0 100.0

経済的援助

差別の解消及び

相互理解の促進

権利擁護の推進、

虐待防止

利用しやすい道路

や公共施設の整備

通所施設の整備

入所施設の整備

グループホーム

などの地域で生活

できる住環境の整備

1.6

4.6

2.3

14.2

5.3

4.0

8.4

1.1

3.2

2.8

13.6

2.3

1.4

6.0

0.8

3.5

1.3

14.2

12.1

4.8

10.5

2.8

6.6

3.1

16.0

3.7

8.3

10.8

1.9

5.4

2.1

13.3

3.7

2.3

7.0

2.1

3.8

1.8

14.5

11.8

6.5

11.5

0.0

2.3

0.0

9.3

4.7

2.3

14.0

0.0

0.0

0.0

6.3

18.8

12.5

12.5

1.8

2.3

2.7

9.6

4.6

3.2

11.9

0.0 50.0 100.0

重症心身障害者の

受入先や医療的

ケアを受けられる

施設の整備

在宅福祉

サービスの充実

災害時の支援体制

保健・医療

サービスの充実

療育体制・

学校教育の充実

就労支援の充実

相談支援の充実

5.3

3.5

5.6

1.8

52.1

4.4

3.9

7.4

1.4

58.6

7.3

3.0

3.5

1.6

46.2

6.0

5.1

6.8

2.6

41.6

4.0

2.1

4.7

1.9

59.2

6.2

4.4

5.3

1.2

41.9

2.3

2.3

9.3

2.3

48.8

12.5

0.0

0.0

0.0

62.5

8.2

3.7

2.7

0.5

45.7

0.0 50.0 100.0

文化・スポーツ

活動等への参加

機会の充実

外出や移動の支援

障害のある人に配慮

した情報提供の充実

介助者への支援

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,589)

身体障害者(n=435)

知的障害者(n=372)

精神障害者(n=351)

難病患者(n=429)

発達障害者(n=339)

高次脳機能障害者(n=43)

特別支援学校高等部３年生(n=16)

施設・グループホーム利用者(n=219)

(%)
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16．市の障害者施策の満足度について 

問60 川越市の障害者施策について、満足していますか。 

【全体】 

○ 川越市の障害者施策に対する満足度について、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用

者は「分からない」、特別支援学校高等部３年生は「あまり満足していない」、「満足していな

い」、「分からない」が最も多くなっています。 

【川越市の障害者施策に対する満足度】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

満
足
し
て

い
る

少
し
満
足

し
て
い
る

あ
ま
り
満
足

し
て
い
な
い

満
足
し
て

い
な
い

分
か
ら
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

7.7

9.7

7.8

7.7

5.6

6.2

7.0

0.0

18.3

20.3

20.0

19.9

21.9

19.8

21.8

25.6

18.8

19.6

12.8

11.5

16.1

14.5

9.6

16.8

9.3

25.0

15.5

9.6

6.9

10.8

14.5

7.2

13.6

9.3

25.0

9.1

37.9

34.7

36.6

33.3

45.9

35.7

37.2

25.0

29.7

11.8

17.2

8.9

8.0

11.9

5.9

11.6

6.3

7.8

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%



 

77 

17．介助者向けアンケート 

問1 ご本人との関係は次のうちどれですか。 

【全体】 

○ 介助者と本人の関係について、障害者手帳所持者等、特別支援学校高等部３年生、施設・グルー

プホーム利用者いずれも「父母、祖父母、兄弟姉妹」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、難病患者は「配偶者（夫または妻）」、知的障害

者、精神障害者、発達障害者、高次脳機能障害者は「父母、祖父母、兄弟姉妹」が最も多くなっ

ています。 

【介助者と本人の関係】 

 
※１、※２ 「配偶者（夫または妻）」「子ども」は障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者のみの選択肢 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 
 

  

父
母
、

祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

配
偶
者

（

夫
ま
た
は
妻
）

子
ど
も

障
害
福
祉

サ
ー

ビ
ス
事
業

所
等
の
職
員

そ
の
他

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

　身体障害者 
（n=435）

　知的障害者 
（n=372）

　精神障害者 
（n=351）

　難病患者 
（n=429）

　発達障害者 
（n=339）

　高次脳機能障害者 
（n=43）

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

障
害
種
別

32.8

10.8

82.0

31.6

13.5

77.0

65.1

93.8

50.7

19.6

33.6

2.2

16.2

23.1

3.5

16.3

0.5

6.9

10.3

3.8

3.4

8.9

3.8

4.7

1.4

1.3

0.9

1.9

1.4

0.9

1.8

0.0

0.0

27.9

2.3

1.8

1.3

2.8

3.3

0.9

0.0

0.0

1.8

37.2

42.5

8.9

44.4

50.3

13.0

14.0

6.3

17.8

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

※１ ※２
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問2 年齢を以下にご記入ください。（令和７年９月１日現在） 

【全体】 

○ 介助者の年齢について、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者は「65 歳以上」、特

別支援学校高等部３年生は「50～59歳」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、精神障害者、難病患者、高次脳機能障害者は「65

歳以上」、知的障害者は「40～49歳」、発達障害者は「50～59歳」が最も多くなっています。 

 

【介助者の年齢】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。 

 

  

2
0
歳
未
満

2
0
～

2
9
歳

3
0
～

3
9
歳

4
0
～

4
9
歳

5
0
～

5
9
歳

6
0
～

6
4
歳

6
5
歳
以
上

無
回
答 平

均
値

中
央
値

凡
例

[ 凡例 ] (歳) (歳)

障害者手帳所持者等　　　　 
（n=1,589）

58.98 58.00

　身体障害者 
（n=435）

66.81 69.00

　知的障害者 
（n=372）

54.15 53.00

　精神障害者 
（n=351）

57.39 56.00

　難病患者 
（n=429）

58.81 58.00

　発達障害者 
（n=339）

52.92 52.00

　高次脳機能障害者 
（n=43）

63.92 63.00

特別支援学校高等部３年生　 
（n=16）

42.62 49.00

施設・グループホーム利用者 
（n=219）

58.73 60.00

障
害
種
別

0.7

0.2

1.3

0.9

0.5

1.2

0.0

18.8

0.0

1.3

0.9

1.3

2.6

0.5

0.9

2.3

0.0

3.2

4.6

2.1

8.3

3.4

4.9

10.0

0.0

0.0

8.2

11.1

4.1

24.2

8.5

8.9

22.4

4.7

25.0

10.5

14.9

10.6

23.9

15.7

10.7

26.5

27.9

37.5

14.2

6.4

6.4

11.0

4.8

3.5

10.6

16.3

0.0

11.4

22.8

33.3

20.2

18.8

17.9

14.7

34.9

0.0

28.3

38.3

42.3

9.7

45.3

53.1

13.6

14.0

18.8

24.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問3 介助者に必要と思われる支援はありますか。(MA) 

【全体】 

○ 介助者に必要な支援について、障害者手帳所持者等、施設・グループホーム利用者は「家族が亡

くなった後の本人のことについて相談できるサービス」、特別支援学校高等部３年生は「家族が

亡くなった後の本人のことについて相談できるサービス」と「わかりやすいサービスや制度の紹

介」が最も多くなっています。 

○ 障害者手帳所持者等の内訳では、身体障害者、難病患者は「わかりやすいサービスや制度の紹

介」、知的障害者、精神障害者、発達障害者、高次脳機能障害者は「家族が亡くなった後の本人

のことについて相談できるサービス」が最も多くなっています。 

【介助者に必要な支援】 

 

注）「発達障害者」「高次脳機能障害者」は、「障害者手帳所持者等」対象の調査で「発達障害や高次脳

機能障害がある」と回答された方を内数で抽出しています。  

16.4

16.7

3.1

5.9

39.3

14.5

9.9

3.9

7.1

45.1

26.9

26.9

4.3

3.0

10.2

11.1

17.4

2.3

8.0

46.4

13.5

14.2

1.9

5.4

52.7

25.1

27.7

5.3

3.8

14.2

18.6

32.6

2.3

4.7

14.0

12.5

25.0

6.3

6.3

6.3

19.2

26.0

2.7

3.7

20.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

介護や家事援助

などを行うホーム

ヘルプサービス

の充実

気軽に情報交換

できる機会の

紹介・提供

その他

特にない

無回答

障害者手帳所持者等(n=1,589)

身体障害者(n=435)

知的障害者(n=372)

精神障害者(n=351)

難病患者(n=429)

発達障害者(n=339)

高次脳機能障害者(n=43)

特別支援学校高等部３年生(n=16)

施設・グループホーム利用者(n=219)

(%)

35.1

32.8

27.4

29.8

23.0

22.8

27.4

20.0

23.4

18.6

71.2

50.8

43.5

48.1

45.7

30.8

29.3

29.3

25.9

10.5

19.8

25.4

19.1

23.5

18.2

66.1

53.7

45.4

49.6

44.5

62.8

58.1

51.2

53.5

32.6

68.8

68.8

50.0

56.3

56.3

63.5

42.0

29.2

44.7

17.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家族が亡くなった

後の本人のことに

ついて相談できる

サービス

わかりやすい

サービスや

制度の紹介

経済的支援に関する

相談・情報提供

サービス利用のため

の簡便な手続き

緊急一時保護

や短期入所

（ショートステイ）

の充実
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調査結果Ⅱ 障がいのない市民向け調査 

１．記入者・本人のことについて 

あなたの性別をお答えください。 

【全体】 

○ 性別について、「女性」が 55.3％で最も高く、次いで「男性」が 42.8％、「回答しない」が 0.9％

となっています。 

【性別】 

 

 

年齢 

【全体】 

○ 年齢について、「65歳以上」が 39.9％で最も高く、次いで「50～59歳」が 19.2％、「40～49歳」

が 12.6％となっています。 

【年齢】 

 

  

男
性

女
性

回
答

し
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体 
（n=318） 42.8 55.3 0.9 0.9 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

0.6

6.6

10.4

12.6

19.2

9.1

39.9

1.6

0 20 40 60 80 100

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65歳以上

無回答

(n=318)
(%)
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２．障害者との関わりについて 

問1  身近に障害のある人はいますか。(MA) 

【全体】 

○ 身近に障害のある人はいるかについて、「身近に障害のある人がいない」が 40.9％で最も高く、

次いで「家族や親せきに障害のある人がいる」が 28.0％、「職場や学校などに障害のある人がい

る」が 14.8％となっています。 

【身近に障害のある人はいるか】 

 

 

問2  普段の生活で、障害のある人と接する機会はありますか。 

【全体】 

○ 障害のある人と接する機会について、「ある」が 41.5％、「ない」が 57.5％となっています。 

【障害のある人と接する機会】 

 

  

28.0

11.6

14.8

13.5

3.5

40.9

2.5

0 20 40 60 80 100

家族や親せきに障害のある人がいる

友人や知人に障害のある人がいる

職場や学校などに障害のある人がいる

近所に障害のある人が住んでいる

その他

身近に障害のある人がいない

無回答

(n=318) (%)

あ
る

な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体 
（n=318） 41.5 57.5 0.9 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問3  障害のある人と接するのはどのような場面ですか。(MA) 

【全体】 

○ 障害のある人と接する場面について、「家族や親せきに障害のある人がいるので日常的に接して

いる」が 43.9％で最も高く、次いで「職場や学校などで障害のある人と関わっている」が

43.2％、「困っているのを見かけたときに配慮や支援を行っている」が 17.4％となっています。 

【障害のある人と接する場面】 

 

 

３．障害福祉の知識について 

問4  「障害者週間の集い」を知っていますか。 

【全体】 

○ 障害者週間の集いの認知状況について、「知らなかった」が 83.0％で最も高く、次いで「知って

いたが、参加したことはない」が 13.2％、「知っており、参加したことがある」が 2.2％となっ

ています。「知っており、参加したことがある」「知っていたが、参加したことはない」を合わせ

た“知っている”は 15.4％となっています。 

【障害者週間の集いの認知状況】 

 

  

43.9

10.6

6.8

43.2

2.3

8.3

17.4

3.8

0 20 40 60 80 100

家族や親せきに障害のある人がいるので

日常的に接している

友人や知人に障害のある人がいるので

日常的に接している

ボランティアなどで

障害のある人と関わっている

職場や学校などで

障害のある人と関わっている

学校の体験学習等で、

障害のある人の話を聞いたりする

地域で障害のある人と

関わっている

困っているのを見かけたときに

配慮や支援を行っている

その他

(n=132)
(MA%)

知
っ

て
お
り
、

参
加
し
た

こ
と
が
あ
る

知
っ

て
い
た
が
、

参
加
し
た

こ
と
は
な
い

知
ら
な
か
っ

た

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体 
（n=318） 2.2 13.2 83.0 1.6 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問5  「成年後見制度」について知っていましたか。 

【全体】 

○ 成年後見制度の認知状況について、「聞いたことはあるが詳しくは知らなかった」が 39.0％で最

も高く、次いで「知っていたが、利用したことはない」が 35.5％、「全く知らなかった」が

23.3％となっています。を合わせた“知っている”は 37.1％となっています。 

【成年後見制度の認知状況】 

 

 

問6  「地域共生社会」を知っていますか。 

【全体】 

○ 地域共生社会の認知状況について、「知らなかった」が 50.3％で最も高く、次いで「聞いたこと

はあるが詳しくは知らなかった」が 37.4％、「知っていた」が 11.9％となっています。 

【地域共生社会の認知状況】 

 

  

知
っ

て
お
り
、

利
用
し
た

こ
と
が
あ
る

知
っ

て
い
た
が
、

利
用
し
た

こ
と
は
な
い

聞
い
た
こ
と
は

あ
る
が

詳
し
く
は

知
ら
な
か
っ

た

全
く
知
ら
な
か
っ

た

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体 
（n=318） 1.6 35.5 39.0 23.3 0.6 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

知
っ

て
い
た

聞
い
た
こ
と
は

あ
る
が
詳
し
く
は

知
ら
な
か
っ

た

知
ら
な
か
っ

た

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体 
（n=318） 11.9 37.4 50.3 0.3 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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問7  「ヘルプマーク」を知っていますか。 

【全体】 

○ ヘルプマークの認知状況について、「知っていた」が 63.2％で最も高く、次いで「聞いたことは

あるが詳しくは知らなかった」が 19.8％、「知らなかった」が 17.0％となっています。 

【ヘルプマークの認知状況】 

 

 

問8  「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」を知っ

ていますか。 

【全体】 

○ 障害者差別解消法の認知状況について、「知らなかった」が 59.4％で最も高く、次いで「法律の

名前は知っているが、内容は知らなかった」が 23.0％、「知っていた」が 17.0％となっていま

す。 

【障害者差別解消法の認知状況】 

 

  

知
っ

て
い
た

聞
い
た
こ
と
は

あ
る
が
詳
し
く
は

知
ら
な
か
っ

た

知
ら
な
か
っ

た

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体 
（n=318） 63.2 19.8 17.0 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

知
っ

て
い
た

法
律
の
名
前
は

知
っ

て
い
る
が
、

内
容
は

知
ら
な
か
っ

た

知
ら
な
か
っ

た

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体 
（n=318） 17.0 23.0 59.4 0.6 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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４．障害への理解について 

問9  障害のある人への差別や偏見を感じたことはありますか。 

【全体】 

○ 差別や偏見を感じたことの有無について、「ある」が 44.0％、「ない」が 55.0％となっていま

す。 

【差別や偏見を感じたことの有無】 

 

 

問10 どのような場面で差別や偏見を感じましたか。(MA) 

【全体】 

○ 差別や偏見を感じた場面について、「交通機関乗車時に感じた」が 43.6％で最も高く、次いで

「人との交流の場で感じた」が 34.3％、「職場で感じた」「学校で感じた」が 22.1％となってい

ます。 

【差別や偏見を感じた場面】 

 

  

あ
る

な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体 
（n=318） 44.0 55.0 0.9 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

22.1

22.1

4.3

8.6

18.6

43.6

34.3

12.9

5.0

0 20 40 60 80 100

職場で感じた

学校で感じた

通所先や入所施設等で感じた

病院や薬局などで感じた

飲食店、娯楽施設やホテルなどで感じた

交通機関乗車時に感じた

人との交流の場で感じた

１～７以外の日常生活で感じた

その他

(n=140)
(MA%)
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問11 あなた自身に障害のある人に対して差別や偏見があると思いますか。 

【全体】 

○ 自身に差別や偏見があるかについて、「ない」が 51.3％で最も高く、次いで「分からない」が

34.9％、「ある」が 12.6％となっています。 

【自身に差別や偏見があるか】 

 

 

問13 障害のある人への誤解や偏見を解消するためにどのようなことが必要だと思いま

すか。(MA) 

【全体】 

○ 誤解や偏見を解消するために必要なことについて、「学校など教育の場での意識啓発」が 63.8％

で最も高く、次いで「日常生活での接点を増やす（カフェなどのバリアフリー化）」が 51.3％、

「障害のある人とない人が交流する機会」が 45.3％となっています。 

【誤解や偏見を解消するために必要なこと】 

 

  

あ
る

な
い

分
か
ら
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体 
（n=318） 12.6 51.3 34.9 1.3 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

45.3

63.8

36.5

24.8

29.2

51.3

8.8

7.5

0.6

0 20 40 60 80 100

障害のある人とない人が交流する機会

学校など教育の場での意識啓発

職場での研修

障害福祉をテーマとした

講座や講演会の開催

広報紙等による市民への周知

日常生活での接点を増やす

（カフェなどのバリアフリー化）

その他

分からない

無回答

(n=318)
(MA%)
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問15 障害のある人が地域で生活するためには何が必要だと思いますか。(MA) 

【全体】 

○ 障害のある人の地域での生活に必要なものについて、「道路・交通・建物のバリアフリー化」が

71.4％で最も高く、次いで「地域の人たちの障害に対する理解」が 67.9％、「就労のための支

援」が 56.0％となっています。 

【障害のある人の地域での生活に必要なもの】 

 

 

 

67.9

71.4

29.9

47.2

41.2

56.0

33.0

25.5

50.0

31.1

28.0

45.6

3.8

3.1

0 20 40 60 80 100

地域の人たちの障害に対する理解

道路・交通・建物のバリアフリー化

障害者のための住宅の確保

災害時の支援

医療体制の充実

就労のための支援

地域生活に関する相談支援

日中活動系サービスの充実

自立生活のための訓練・体験

グループホームなどの拡充

訪問系サービスの充実

経済的負担の軽減

その他

無回答

(n=318)

(MA%)


